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プロローグ

１　一回戦は溺愛から

２　二回戦は困惑の中で

３　三回戦は策略を凝らして

４　四回戦はあなたと一緒に
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プロローグ








「よし……！」

　麗らかな午後、昼食を済ませたばかりの休憩時間。

　自分の喜色に震える声をどこか遠くに聞きながら、私は目の前に貼りだされている紙を見つめる。何度見ても『春はる瀬せ未み希き』という私の名前は、その紙の一番上に燦然と輝いていた。

　今回も苦節三ヶ月、————ようやく仁じん君に勝つことができた。

　私が勤めるノバラ製薬営業部の『今月の営業成績』は、毎月の月末に廊下へと貼りだされる仕組みだ。その営業成績で三ヶ月ぶりに一位を掴み取った私は、改めて貼りだされた紙の上部、『一位、春瀬未希』『二位、尾お崎ざき仁』という文字列を眺める。

　今月はようやく、いい気分で月末の華金を迎えられそうだ。

「未希先輩、結果どうでしたー？」

　一人でにんまりと結果を見つめていると、聞き慣れたふわふわと甘いソプラノが廊下の奥から聞こえてくる。ちらりとそちらに視線を投げれば、部署の後輩の臼うす井い梨り花かが私に向かってぱたぱたと駆けてくるところだった。今日も翻るスカートの裾が眩しい。

　梨花ちゃんは、部署内に同期が少ない私にとって、一番仲のいい同僚だ。ふわふわした喋り方、ミルクティーのような色の髪や、オフィスカジュアルと称するにはちょっとギリギリのフェミニンな服装が誤解を招きがちだけれど、彼女は仕事も結構できるし、それ以外の部分でも頼りになる子である、————主に恋愛面において。

　彼女は私から数歩離れたところで減速すると、私の顔を眺めてへらりと柔らかい笑みを浮かべた。

「って、その顔見れば一目瞭然ですね！　おめでとうございます～」

「ありがとう」

　内心では散々はしゃいでいたくせに、表の私は澄まし切った態度で梨花ちゃんの称賛に応えた。そんな私の振る舞いに気付いているのかいないのか、梨花ちゃんは笑みを深めて私の隣に並ぶと、可愛らしさが計算された角度で首を傾げてみせる。

「……というか、あの勝負ってまだ続いてたんですね？」

「いや、続いてるけど……どうして？」

「だって先輩と尾崎さん、お付き合いしてるじゃないですか！」

「しーっ！　声が大きい！」

「痛！　こんなかわいい後輩に暴力なんてひど～い！」

「ただのデコピンでしょ！」

　わざとらしく泣き真似をする梨花ちゃんを無視し、慌てて周囲を確認する。幸いにして、昼休みが終わりかけの廊下には誰もおらず、フロア内から聞こえてくるざわめきが私たちの声を掻き消してくれているようだった。

　私と仁君、————尾崎仁がお付き合いを始めたのは、ちょうど三ヶ月前のことだ。

　仁君は、梨花ちゃんに言わせれば『入社半年で月間営業成績一位の常連入り、二年目には年間営業成績でも一位を取って、そのまま五年連続で一位キープしてるような猛者』である。そんな仁君に部署内でただ一人対抗意識を燃やしていた私は、彼に負けたくない一心で営業成績の勝負を仕掛けていて。負けず嫌い二人の勝負が変な方向に転がったのが、その三ヶ月前の営業成績発表の日だった。

　負けたほうは、勝ったほうの言うことを聞くという『ペナルティ』で、私が彼にマッサージを要求したせいで、お互いの気持ちが、————相手を憎からず想っているという気持ちが明るみに出てしまい、『どちらが先に好きと言うか』の勝負に発展してしまったのだ。

　結果、私が負ける形で仁君に告白し、お付き合いをすることになったのだけれど。

「尾崎さんが彼氏になっても、負けたくないのは変わらないんですか？」

「いや、だからそれは、————」

「————未希は俺のことが大好きだから、負けたくないんだよな？」

　確かな重みが肩に乗る。一瞬どきりと跳ねた心臓が元の位置に落ち着くまで待ってから、私はその聞き慣れた声音に溜息で応えた。

「……『尾崎君』、その登場の仕方やめてって言ったでしょ」

「仕方ないだろ。未希の肩がいい位置にあるのが悪い」

　振り返った先、私の肩に乗せられた腕の上で、男らしく大きな唇がゆるりとカーブを描く。仕立ての良いスーツに包まれた、均整の取れた身体。すっと鼻筋の通った端正な顔立ちと、ほんのりと甘さを含んだ目元。嫌味なぐらいに格好いい、私の恋人がそこにいた。

　牽制も込めた呼び名は見事にスルーされ、彼は甘やかな声で私を『未希』と呼ぶ。『会社ではきちんと線引きをしよう』と付き合い始めた頃に決めたはずなのに、と思うとさらに大きな溜息が追加で溢れてくるのが分かった。

　いや、下の名前で呼ばれるぐらいはこの際許容できる。問題はもっと別のところにあるのだけれど、————そんなふうに項垂れている私を余所に、仁君と梨花ちゃんが和やかに挨拶を交わす。

「それにしても未希先輩……」

「何？」

「尾崎さんのこと大好きだから負けたくないんですか？　かわいいところありますねえ」

「その言い方だと語弊があるんだけど……！」

「でも、間違ってないだろ」

「……」

　しれっと返された言葉に二の句が詰まったのは、私の感情やプライドがどうであれ、仁君の言っていることは間違っているわけではなかったから。

　『俺に勝つことを、諦めないでいてくれるとこも、好きだ』————仁君はそう言って私への想いを認めてくれた。私がその言葉を意識して、彼に対して挑戦し続けようと思っているのは確かなのだ。

　まあ、『負けず嫌い』でいた期間が長すぎて、身体に染みついてしまっているのもまた確かなのだけれど。

　肩に乗せられたままだった腕をどけて、仁君から一歩分離れる。珍しく、言い返しもせずに引いた私が気にかかったのか、仁君がわざわざ身体を折り畳んで「どうかしたか？」と顔を覗き込んできた。

「別に。今日の私は機嫌がいいから、それぐらいでいちいち噛みついたりしないってだけ」

「機嫌……？　ああ、これか」

　一瞬不思議そうに瞬かれた彼の目が、壁に貼られた営業成績表に転じる。当然ながら、その内容は先ほど私が一人で眺めていたときとなんら変わっていない。一位、春瀬未希。二位、尾崎仁。渇望していたその並びに再び頬が緩み、気が大きくなっていくような感覚。それに任せて、私は仁君にだけ聞こえるように囁いた。

「好きな女に負けたくないって言ってたわりに負けちゃってるけど、どんな気分？」

　仁君は、私が彼への気持ちを自覚するずっと前から、こちらのことを想ってくれていた。私が負けを認めた後に、『本当は自分のほうが先に惚れていたから、ずっと負けっぱなしだった』と清々しい顔で教えてくれた彼は、だからこそ『好きな女には負けっぱなしでいたくない』『負けたくない』と言ってたはずだ。

　それを引き合いに出して揶揄した私に、仁君のすっと切れ長の瞳が瞬きをする。

「……」

　さて、どんな反応をしてくれるだろうか。

　仁君は前から、私に負けてもあからさまに悔しがったりはしなかった。余裕ぶって、ただ少し意地悪になったり、からかいがいつもよりほんの少し鋭くなったりするぐらい。それでも、私が勝ったことによって、彼の中に少しでも何か変化が起きればいいなと思ったのだ、————それなのに。

「いや、普通に嬉しいよ」

「……は？」

　予想と違う反応に漏れた声は、私の普段の声より二つほどオクターブが下がっていた。

　嬉しいって、————嬉しいって何。困惑が広がっていくと同時に、数拍遅れで苛立ちのようなものが湧き上がってくる。だって、嬉しいって何よ。

　余裕ぶることすらしない、けろりとしたかんばせが恨めしい。胸の奥でふつふつと悔しさが煮立つ感覚に顔をしかめると、それを見た仁君が唇をゆるりと緩ませた。

「お前が喜んでるの見るのは、俺も嬉しいって話」

　事もなげにそう言い放った彼は、そのままキスしてしまいそうな距離まで顔を近づけると、慈愛に満ちた声音で言葉を続けた。

「未希は今回、特に頑張ってたしな。おめでとう」

「へ」

　先ほどの『嬉しい』の何倍も予想外の反応に、思わず呆けたような音が漏れた。

　とろりと蕩けた瞳が、頭上から甘ったるい視線を私へと注ぐ。まるで慈愛の対象を褒めるかのような、兄が妹を可愛がるような、純粋に喜びと愛情だけが煮詰められた声音と台詞も相まって、私の脳みそをぐしゃぐしゃに掻き回した。

　何それ、何でそんな顔するの。混乱のただなかにある頭が緩慢に回転を始めると、『褒められた』という事実がようやく私の中にすとんと落ちてきて、ほとんどが羞恥で構成された赤みが頬を染めた。

　————今のは皮肉の一つでも言われる場面のはずだった、のに。

「今回は『勝ったほうが金曜夜の夕食奢り』って約束だったよな？」

「え……ああ、うん、そうだけど……」

　私は衝撃から立ち直れないまま、ゆるゆると頷く。

　付き合って以来、毎週金曜日は予定が合えば一緒に夕食を取り、土日の都合が合えばそのままどちらかの家に泊まる、というのが私たちの慣例になっていた。今日はちょっといいレストランを予約してあって、負けたほうがそこの支払いを全て持つという約束だったのだけれど。

　仁君の目が私を捉えて、きゅう、と緩やかな弧を描く。次いで、大きくて厚みのある手のひらが、くしゃりと頭を撫でてからひらひらと振られた。『会社ではやめて』と言おうとした唇が、その手つきのあんまりの優しさに言葉を失って、はくりと空気を噛む。

「じゃあ定時後、デスクに行くから待ってろよ」

　そのまま広い背中がこちらを向いて、彼はフロアのドアの向こうへと消えていった。

「……」

「……」

　無人の廊下に取り残される、私と梨花ちゃん。

　先に口を開いたのは、わなわなと細かく震えていた梨花ちゃんのほうだった。

「ろ、ろ、ろ……」

「ろ……？」

「露骨にゲロ甘～……」

「そうだよね!?」

　やっぱり私は間違っていなかった、————そう勢い込んだ私は、縋り付くように梨花ちゃんの肩を掴んでしまう。

　会社の、誰が話を聞いているか分からない廊下で『未希』と呼ばれること以上の問題。それが、私に対する仁君の異様な甘やかし対応だった。まず、私に向ける声音から視線まで、何もかもが甘ったるい。それに加えて、付き合う前は口を開けば皮肉や揶揄の応酬だったのに、今はあまりにも言動が優しすぎるのだ。薄々変だなとは思っていたけれど、今日の振る舞いを見てしまえば、確信に至った。

　彼は確実に、私に甘くなっている。

「何というか……恋人というより溺愛しているお嫁さんを見る顔してましたね」

「そ……そこまでじゃなくない？」

「いえ、ぜっっったいそうです！　だってもう尊重し合える恋人を見る顔じゃなかったですもん！　自分の庇護下にいるかわいいお嫁さんを猫かわいがりする顔でした」

「それどんな顔よ……」

　でも彼女の言いたいことが何となく分かってしまう自分もいて、私の反論はつい弱々しいものになった。かわいいお嫁さんを猫かわいがり。その言葉を反芻すると、居ても立っても居られないようなむず痒さが心臓の表面にはびこるような気がして、私は無意識にシャツのボタンを引っ掻いてしまう。

「先輩って、まだプロポーズとかされてませんよね？」

「当たり前でしょ？　まだ付き合って三ヶ月だよ」

　同棲だってしてないし、と繋げば彼女は小首を傾げて「そういうのはカップルにもよると思いますけど～？」と目を細めてみせた。

「もうこの人しかいない、って思えるならすぐに婚約したっていいと思うんですよ。だって、もう迷う余地がないってことでしょう？　それはそれですご～くお互いを想い合ってる証明にもなるし」

「な、なるほど」

「下手に同棲が長引いて、事実婚っぽくなっちゃうよりもいいと思いません？　そうなったら男の人ってなかなか結婚してくれませんよ。結婚したいって言っても『お互いもうちょい落ち着いてからでもよくない？』とか『今の状態で結婚してるようなもんじゃん』とか言うんです！　そういう思わせぶりで優柔不断な人よりは即断即決な人のほうが格好良くないですか？」

　梨花ちゃんの挙げる例は妙に具体的で、説得力があった。流石私よりよほど恋愛偏差値が高いだけのことはある。彼女自身の経験だけじゃなくて、周りで見聞きした量も私とは全然違うのだろうな、なんて考えてしまった。

「……まあでも、そういうのは私が口を挟まなくても、尾崎さんがしっかり段取り考えてそうですよねえ」

「そ、そう……？」

　『尾崎仁』が恋人であるという実感だって、最近ようやく出てきたところなのに。

　私が頭の端で呟いた言葉が何となく分かったのだろう。梨花ちゃんはこちらのぼんやりとした返事に一つ溜息をついて、肩を掴んだままの私の手を外した。

「でも、とりあえずはあのゲロ甘対応についてですよね。いつからそうなんですか？」

「最初に変だなと思ったのは三ヶ月ぐらい前だから、付き合いたての頃かな」

「わあ」

「別に勝負に手を抜かれるわけじゃないから、そこはいいんだけど……何というか、むず痒くて……！」

「あ～……」

　納得とおざなりな相槌の中間のような、曖昧な音が彼女の唇から零れ落ちる。艶やかなグロスに彩られたそれは、続いてしみじみとした言葉を吐き出した。

「尾崎さん、やっぱり先輩のこと可愛がりたくて仕方なかったんですねえ」

「は？」

「で、付き合い始めて我慢が利かなくなったと……」

　『やっぱり』という枕詞にそぐわない情報に、思わず何度も目を瞬く。

　しかしこちらが『可愛がりたくて仕方がなかった』を掘り下げるよりも先に、梨花ちゃんはぱっと視線を持ち上げると、その可愛らしいかんばせへと、微かに心配の色を滲ませた。

「でもあの感じだと、そのうち周りに勘付かれちゃいそうですよね」

「……そうなんだよね」

　今、会社で私と仁君の関係を知っているのは、付き合うまでの間に何かとお世話になった梨花ちゃん一人だけ。しかし仁君の視線や態度は、彼女が瞬時に『ゲロ甘』と判断するぐらいには露骨で、三ヶ月前までとは違ってしまっている。このままでは、ばれるのも時間の問題だろう。

　うちの会社は福利厚生もしっかりしているし、給与だって業界内ではかなり多いほうだけれど、ちょっぴり社風が古臭かった。同部署内での交際や結婚は何となくよろしくない、という風潮があり、片方が他部署に飛ばされてしまうこともあるという。

　あくまで噂だ。あくまで噂だけれど、カップルの片方が人事異動のタイミングでさりげなく別の部署に……というのはよくある話で、当然その異動の理由は明かされていない。どうしても邪推してしまう部分はあるし、いざ自分がその立ち場に回ってみると、余計に気になってしまうのも事実だ。

　せっかく営業部で頑張っているのだから、今更他の部署に移るのは避けたいし、『ライバル』としては彼が他部署に行ってしまうのも困る。

　仁君の愛情表現自体は、ものすごくくすぐったいけれど、嬉しいのは確かだ。ただ、会社での振る舞いに関しては、彼にも気を付けてもらうように話さないと、————そう決意した瞬間、廊下全体にチャイムが鳴り響く。

　結局『可愛がりたくて仕方がなかった』の意味を聞き出せないまま、私はデスクに戻ることになったのだった。






１　一回戦は溺愛から








「お邪魔します……」

　ドアを開けて一歩中に入れば、心を騒がせる香りで肺が満たされていく。無意識のうちにこくりと喉が鳴って、動作が微かに鈍くなったのが自分でもよく分かった。そして、私のすぐ後ろにいた仁君が、それに気付かないはずもない。

「そんなに緊張しなくていいだろ。もう何回も来てるんだし」

　くつりと笑った彼は、悪戯めいた手つきで私の背中を押してみせる。ちょうど靴のストラップを外そうとしていた私はあえなくよろめき、勢いよく壁に手を付いてしまった。ばん、という音と、仁君の弾けるような笑い声が玄関に響き渡る。

「ちょっと仁君……！」

「ああ、悪い。お前がいつまで経っても借りてきた猫みたいだから」

　それもそれでかわいいけどな、————恥ずかしげもなくそんなことを囁いた仁君は、私を追い越すようにして、自分の家の中へと足を踏み入れる。きゅう、と素直にときめいてしまった自分の心臓にちょっぴり呆れつつ、私は何とか靴のストラップを外した。

　約束通り仁君の奢りで夕食を終えた私たちは、彼の自宅へとやってきていた。お高めの夕食を奢らせたというのに気分が上がっていないのは、仁君がさっぱり悔しそうでなかったのももちろんだけれど、食事中の彼の態度も関係している。

　とにかく、何もかもが甘ったるいのだ。『美味しい』と零すたびに『ああそうだな。美味そうに食べてるお前はかわいいけど』なんて返されて、何度口に含んだものを噴き出しそうになったり、勢いよく飲み込みそうになったりしたか分からない。今まではもしかしたら気のせいかもしれない、と思っていたから見逃していた言動も、一度気付いてしまえばどうしようもなく目に付いてしまうものなのだと、初めて思い知った。

「……本当に、どうしちゃったんだろう」

「未希？　どうした？」

「ううん、なんでも……ねえ待って、先々週片付けたはずなのにまた散らかってるけど」

「あー……」

　仁君の後を追って、プルシャンブルーで纏められたリビングへと進めば、ソファーの背もたれに引っ掛けられた上着やスウェットの類、ローテーブルの上に出しっぱなしになっている携帯ゲーム機や、新書と雑誌の山、それから変なところに置いてあるテレビとエアコンのリモコンが目に付いた。そのほかにもちらほらと行き場をなくした物たちが床やテーブルの上に散らばっている。

　この尾崎仁という男は、会社では『スーパーエース』だの『王子様』だの、『営業部の救世主』だのと呼ばれているけれど、その実、プライベートでは片付けが下手という弱点がある。考えてみれば、会社のデスクもあまりすっきりしておらず、いつも何かしらの書類が小さな山を作っていたのだが、私も付き合い始めてこの家に遊びに来るまでは全然気が付かなかった。

　一応本人もどうにかしようという意識はあるらしく、そこかしこに努力の跡は見受けられるし、なるべく片付け下手を他人に悟らせないようにしているようだ。今も私に見つかったのを心底悔いているような顔で、床に落ちていたものを拾い集め始めている。

　最初こそ驚いたし、多少呆れはしたけれど、散らかしているのが見つかって珍しく肩を下げている彼を見ると、ちょっぴり可愛く思えてきてしまうから不思議だった。だって、かわいいでしょう。『春瀬をからかうのが生き甲斐』みたいな顔をしていた彼が、今は私に片付けのできていない部屋を見られて、きまり悪そうにしているなんて。

　結局のところ、こういうのはかわいいと思ったほうが負けなのだ。

「手伝おうか？」

「いや、いい。ここでお前に手伝わせたら流石にダサすぎる」

　はあ、と大きく息をついた仁君が、今度はローテーブルの上に手を伸ばす。無造作に積まれた本たちは、彼の勤勉ぶりを表すと同時に、片付け下手具合を象徴しているかのようだった。読んだらそこに積み上げる癖がついてしまっているのだろう。彼は両手に何冊か本を抱え上げて、ちらりと壁際の本棚に目を遣った。

「この間増やしたせいで、もう本棚にもラックにも入らないんだよな……」

「前にも言ったでしょ。そういうときは、読んでないものを収納にしまうんだってば」

「それで本棚やラックにはよく読むものを入れておく、だろ？　……分かってるはずなのについ忘れるんだけど、どうしたらいいんだ」

「そろそろ電子書籍にしたら？」

「前にも言っただろ。俺は、雑誌は紙のほうが好きなんだってば」

　仁君はついと口角を上げて、私の口上を真似してみせる。私と彼の定番のやり取り。軽口の声音は、至っていつも通りだった。

「……ま、確かに新書とかはそろそろ電子書籍にするか。いい加減追いつかないしな……」

　彼は眉を寄せると、雑誌と本を本棚の傍へと持ち運び、普段読んでいない二軍と入れ替える作業を始めた。本を持ち運ぶ際、力が込められているせいか、捲られたシャツの袖から覗く腕には男らしいラインが浮き出ていて、思わず目を奪われてしまう。あの腕が私の自由を奪い、その先でしなやかに動く指先が私を溶かす瞬間を、つい思い出してしまって。

「……」

「ああ、そうだ未希、お前先に……」

「……」

「未希？」

「え？　あ、何？」

「……すけべ」

「っ、え!?　は!?」

　我に返った途端、意地悪な角度で唇を持ち上げた仁君の顔が、視界に大写しになる。

　そこへ投げかけられた心外な評価に、私は素っ頓狂な声を上げてしまった。心外ではあるものの、確かに『ほんの少しだけ』、脳内の光景に柔らかいピンク色の靄がかけられていたかもしれない。ええ、『ほんの少しだけ』。

「図星か？　やらしいこと考えてる顔してたもんな」

「かっ、考えてない……！」

「うそ。考えてた」

　仁君がぐっと身体を寄せてきて、私の足の傍に本の山を置いた。少しでも動いたら山が崩れて本が散らばってしまうであろう位置。私が逃げられないように置かれたのだと分かって、ぐっと息を呑んでしまう。ここ三ヶ月で私が思い知ったことの一つに、私はこうやって仁君に追い詰められて、逃げられないようにされることに対して『ほんの少しだけ』弱いというか、ときめきを覚えてしまう、————という事実がある。そう、これも『ほんの少しだけ』だ。

　でも、その『ほんの少しだけ』の威力は絶大で、ぐいぐいと迫ってくる仁君に対して私は少しも逃げられないまま、火照っていく頬を隠すように俯き、顔を背けるぐらいのことしかできない。だって私はただでさえ、こうして意地悪にからかわれることに弱いのだから。

「未希がああいうあからさまな反応するときは、絶対図星だろ。もう分かる」

「だから、……違うってば」

「……いいだろ、別に。恋人なんだから。俺はお前にやらしい目で見られるの、嬉しいけど」

　図星である前提で話を進める仁君が、お行儀よく揃えた三本の指で、優しく私の顔の向きを変える。仁君の双眸の正面に来る位置。微かに空気が動いて、彼の唇が鼻先に押し当てられた。愛らしいリップ音と、ほのかな温かみが私の胸をうずつかせて。

「それだけ、俺のことが好きだってことだろ」

「……そう、なの？」

「そうなの」

　ふ、と柔らかい苦笑と共に落ちたオウム返しの返事は、私と彼の間をしばらく漂って、それからほどけるように消えていく。それが少しもったいないと思ってしまうのは、その声音が会社で向けられた愛おしげな甘さを含んでいて、ここが会社じゃないからだろうか。

「それで？　納得してもらえたか？」

「……一応」

「はは、相変わらず頑な。まあ、俺は未希のそういうとこも好きだけど」

「っそ、ういう、とこって……」

「ちょっと恥ずかしがりで、頑固なとこ」

　前者はともかく、後者は絶対可愛くないと思う。

　それこそ可愛くない反論を寸でのところで呑み込んだ私は、代わりに大きな大きな溜息をついた。唐突にぶつけられた『好き』という言葉が、心臓の淵を優しく撫でていく感覚を誤魔化すかのように。

　それを合図にした仁君が私の足元の本の山を持ち上げ、抱え直す。こちらを振り返った彼の口元には苦笑の気配が漂っていた。

「まあ、とりあえずこの話は終わりな。片付けはもう少し時間かかりそうだし、先に風呂入ってていいぞ」

「あ……ありがとう。服だけ借りてもいい？」

「ああ。好きなの着てくれ」

　私が彼の家に泊まりに来るのは、金曜日の逢瀬のあとだけ。つまり会社からそのまま彼の家に来ることになる。会社の人たちに怪しまれないようにと通勤カバンの中にぎりぎり替えの下着やスキンケア用品、メイク道具だけを忍ばせてきているのだ。洗濯機を使わせてもらうからと帰るときの服は持ってきていないし、かさばる寝間着も持ってくることはできない。だから、こうやって仁君の着なくなったシャツや、部屋着のパーカーなどを借りるのが常だった。

　寝室の入り口にあるクローゼットから、よく借りている黒いＴシャツと、ウエスト部分が紐で締められるスウェットを取り出し、リビングに戻る。こちらに視線を投げた仁君は、私の手の中のものを見て「それ好きだよな、お前」と呟いた。

「つーか、どうせ来るんだからお前の服も俺の家に置いておけばいいだろ」

「置いておく……」

　仁君の、このプルシャンブルーで統一された部屋の中に、私の物が入り込む。

　それを何となく『甘えすぎ』だとか、『踏み込んでいる』と感じてしまうのは、私が彼の言うように恥ずかしがりで頑固だからなのだろうか。服を借りて、洗濯機を借りることとどちらが甘えているのか、客観的な意見は分からないけれど、————事実として私は、何となく彼の家に私物を置くことを避けていた。

　仁君は、私がプライベートを侵食してもいいと思ってくれているのだろうか。

　心の内側で音にしたその言葉は、彼に届くこともなく肺の中の空気に溶けていった。
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　私も仁君も、さほど入浴に時間をかける性質ではないせいか、二人が順番に入浴を終えても時計の針はまだ一周していなかった。半乾きの髪をタオルで適当に拭いながら、ある程度きれいになったリビングへやってきた仁君は、面白くもないバラエティー番組を眺めていた私の隣に腰を下ろし、まだじっとりと熱い身体をこちらへ寄り掛からせてくる。

「ねえ仁君、ちょっと」

「なあ、それ面白いのか」

「いやあんまり……じゃなくて、何で寄り掛かってくるの！　重い！」

「わざとだよ。……なあ、こっち向いてくんないの」

　喉奥で笑うような、微かな愉悦を含んだ声音が私の耳朶を温める。平素より熱っぽい囁きは、もう何度も聞かされてきたから分かる、————キスの予兆だ。

　キスの前のこうした余白は、いつだって落ち着かない。このまま彼のほうを向いてしまえば、逃がしてもらえないままたっぷりとキスされて、ベッドに連れ込まれてしまうのだろう。それが事前に分かるというのも考え物で、私は自分の心臓が疼くように熱を孕み、鼓動を速めていくのを感じた。顔が、熱い。それが羞恥なのか、期待なのかは、自分でもよく分からなくて。

「未希、」

「あ……」

　私がまごついている間に、焦れたらしい仁君の手が優しく後頭部を捉える。緩く傾けられた鼻筋が、すり、と私の鼻先に擦りつけられて、あえかな吐息が歯列を割った。

　————本当は、昼間に梨花ちゃんが言ってたことを聞こうと思ってたのに。

　そんな後悔にも似た感情が浮かぶと同時、さらに近付いてきた仁君の唇が、私のそれに重ねられた。まるで、見せつけるかのようにゆっくりと。

「ん……ぅ」

「……ッ、ふ」

　決して激しくない、唇の表面同士を触れ合わせるような幼気なキス。それが徐々に甘やかに濃密さを増していって、濡れた舌が隙間から忍び込んでくる。平行して、じゅう、うう……っと下唇を吸われるのが堪らなくて、浅ましい身体の奥が早速疼きを溜め込んだ。

　仁君のキスは巧みで、私の脳みそをふやかす方法をよくよく知っている。咥内を丁寧に掻き混ぜて、上顎の好いところを強張らせた舌先でくすぐるように舐めて。たまに私の舌に絡みついて、弄ぶように擦ってみせるのだ。その間も、彼の指先が耳穴に潜っては抜けてを繰り返すから、二人分の唾液が絡み合う音が反響して聞こえて、————本当に、脳みそがふやかされていくような気がしてしまう。

「……好き」

「っ……あ」

　キスとキスの合間。一瞬の息継ぎのタイミングで、彼の唇から音が零れ落ちた。

　本当に心の底から音が溢れてきたような呟きに、私の呼吸がはっきりと止まる。息継ぎを忘れた私に仁君が気付いてくれて、促すように柔く唇を舌で撫でてくれた。

　彼の『好き』は、きっと魔法の言葉なのだと思う。そうでなければ、こんなにも私の心臓を締め付けて、ざわめかせて、溶かすことができるはずもない。何度言われても、何度捧げられても慣れない、嬉しい魔法の言葉。『好き』という言葉を言わないようにと戒めていたせいか、二人にとってこの二音は特別で、————それを惜しげもなく与えてくれる仁君は、私のことを本当に大切に想ってくれているのだと思う。

　だって、そうじゃなければ、この二音にこんなにも愛しさを詰め込めるはずがないから。

「ッん……好き、だ……すげえ好き」

「っふ、ぁ、仁く……」

「未希は？」

「……っ、すき」

　未だに恋人らしい触れ合いや、恋人らしく振る舞うこと自体に照れが残っている私に対し、仁君の愛情表現はひどくストレートだ。ぐずぐずに煮蕩けた甘やかな声音が、誤魔化しようがないほどに鼓膜を震わせる。

「キスのたびに思うんだよ。……お前のこと好きだって」

　好きって言葉とキスが、もう紐づいてんだろうな。

　くつくつと笑った仁君が、なにがしかの含みを持たせた手つきで私の下唇を撫でる。二人分の熱が溶けた皮膚は、硬い指に押されてふにゃりと形を変えて。

「な……もう一回、駄目か」

「だめ……」

「だめ？」

「……じゃ、ない……」

「ん、さんきゅ」

　指が最後に掠めていった場所を、再び大きな唇が訪う。角度を変えられるたびに鼻先が触れ合うのが、愛情を示し合っているかのようだと思った。

「っは、ちゅ、……未希、もっと口開けてくれ」

「もっと、って……ぁ、んんっ」

「お前の口、小さいからすぐいっぱいになるんだって、っ、はぁ、言った、だろ……」

　私を唆す彼の声がキスの合間に漏れて、深い襟ぐりの中まで、とろりと肌を伝い落ちていく、錯覚。ぞくりと肌が粟立って腰が引けると、すかさず伸びてきた仁君の手が私の腰を引き寄せ直した。大きい、男の人の手のひら。逃げたお仕置きだとでも言うように、ちゅ、ちゅ、と唇の端をついばまれて、甘ったるい刺激に胸の奥がむず痒さを覚える。

「ふっ、ぁ、じ、んく、」

「ん……そうだ、じょうず、」

　いっとう甘い、私を駄目にする声に誘われ、うっすらと目を開く。

　視界に映り込む仁君の顔は、私が愛おしくて堪らないというような表情を形作っていた。

　胸やけしてしまいそうなほどの砂糖を溶かした瞳に、嬉しさよりも先に羞恥が来て、思わず目を閉じる。からかうようなくつくつという笑い声が、耳を打った。

「なに、恥ずかしいのか？」

「っや、ちが……ばか、」

　違う。仁君がそんなに、溶けちゃいそうな目で私を見るから。

　そんな反論もさせてもらえないまま再び咥内をぐるりと撫でられ、身体がまた少し火照るような感覚。ほぼ一週間ぶりの快楽は、あっという間に私の芯まで染み込んできて。

「ン、……でももうお前、キスだけで顔がとろっとろになってる」

　————気持ちよかったか？

　ぞくんと背骨を震わす低音に、きゅう、と喉が締まった。彼の問いへの答えは、その反応が全てだ。

　吸い付きながらキスをほどいた仁君がにやりと笑って、今度はこめかみに唇を押し当てる。手のひらが腰から太腿を辿り、膝裏に潜り込むのが分かって、これから何をされるのかが手に取るように想像できた。

「……もうベッド行くか？」

「う……」

「ん？」

　ベッドに行くか、という問いに頷くという行為は、抱かれるのを選ぶことと同義だ。自他共に認める『負けず嫌い』であるところの私が、それに素直に頷くのがどれほど恥ずかしいか、仁君も知っているはずなのに。

　でも、ここで頷かなければ連れていってもらえない。私はそのことを、この三ヶ月で嫌というほど思い知っていた。もうイくまで焦らされるとか、懇願するまでその場で立ったまま責められるとか、そういう類の『いじわる』はごめんだ。仁君は確かに私に甘くはなったものの、いじめっこ気質なところはさっぱり変わっていないので。

　私は吸われ過ぎてじくじくと熱を持つ唇に触れながら、そっと、小さく首肯した。

「じゃあ掴まってろよ」

　膝裏に回った腕が、勢いよく私を持ち上げる。私は慌てて目の前の首筋に縋り付き、いちいちこうされるのも恥ずかしいなと思いながら遠くを眺めた。まるで子猫扱いされているような気分だ。

　彼の家は私が借りているマンションより、ほんの少しグレードが上で、部屋がリビングの他に二つある。そのうちの片方、私が先ほど服を取るのに入った寝室へと、彼は悠々と向かっていく。私を抱え上げているとは思えない、危なげない足取りだった。リビングと同じく、どことなく上品な青系統で纏められた寝室。その中央に置かれたダブルサイズのベッドの上に、私はひどく優しく下ろされ、————同時に、彼の大きな身体に組み敷かれてしまう。

「これ、脱がすからな」

「あっ、ちょ……！」

　オーバーサイズで緩いＴシャツの裾を、仁君の手が容赦なく捲り上げる。そのまま脱がされて、ブラジャーも付けていない素肌が露わになった。まろい膨らみが弾みで揺れて、彼の視線が突き刺さる感覚。

「っ、ん……」

「……下着、付けなかったのか。待ちきれなかった？」

「そ、んなわけないでしょ……」

　ただ、どうせ外すなら付けないほうがいいかなって思っただけ。

　欲望の滲んだ視線は、ただ触れるだけで私の身体を快感で炙る。厭らしく唇を舐めた彼に、指先だけで膨らみの輪郭を念入りになぞられて、爪先がシーツの海でもがいた。あぶくのような嬌声が寝室の空気中を立ち上っていく。

　彼の指先は、いつだって熱い。触れられた場所の肌が溶けるかのように錯覚してしまうぐらいに。硬く骨ばっているそれが沈むたび、まろみはふしだらな形へと歪んで、視覚からもひどく私を煽ってみせる。優しいのに力強い手つきで芯が揉み込まれて、その先端がふっくりと育っていって。

「ぁ、んん、っ……や」

「や、じゃないだろ。まだキスしかしてないのに、こんなに勃たせて……」

　膨らみの根本から搾り上げるように彼の手が動いて、二つの蕾が硬い指の腹にじっくりと摘ままれる。くりくりと捏ねるように揉んで、天辺を爪の先でかりかりと掻きむしって。念入りな愛撫が、私の眼前で惜しげもなく披露されていく。しまいには、きゅう、と甘く引っ張られて、軽く腰が浮いた。お腹の奥がじゅわりと蕩ける感覚にむずかるように身を捩れば、こちらを見据える仁君の瞳にはっきりとした劣情が滲む。そして、その唇が緩慢に開いて、————

「は、ァ……うまそ、」

「ッあ、だめ、待っ……ひ、ぅんん！」

　張り詰めた赤い蕾が、温かく、たっぷりと潤んだ咥内に招かれた。柔い乳輪ごと、ちゅ、うう、と甘噛みしながら吸われるのが身悶えするほどに気持ちよくて、背筋がきつくしなってしまう。飲み込み切れないほどの快楽に、私の手が仁君の頭を押し遣ろうとすれば、伏せられていたその瞳が、獣欲と共にこちらを射抜いていった。

「ッちゅ、は……すっげえ、あま……」

　あけすけで、淫靡な溜息だった。

　そのあんまりな言い草に、疼いた下腹部がひくんと震える。厭らしく眇められた目に見つめられる倒錯感と、濡れて震える蕾の側面を舐め上げられる快楽に押し流され、私の他愛もない抵抗はあえなく失敗に終わった。

　仁君と付き合い始めた頃の私は、胸や乳首でそんなに感じられる性質ではなかったはずだ。それが三ヶ月躾けられてしまったせいで、少し触れられるだけで端からぐずぐずと蕩けていくような、はしたない身体になってしまったらしい。

　そして当然、そこまで私の性感を育ててみせた仁君が、私の反応を見逃してくれるはずもなくて。

「未希のここ、すっかり弱くなっただろ。一回り大きくなった気もするし」

「ちが、っん！」

「前は、もうちょっと慎ましかったと思うんだけど」

「っそれは、仁君が触るから……！」

　自分の淫猥さをなじられて、かっと頬が熱くなる。快感でぼやけていた頭が一瞬醒めて、咄嗟に言い訳じみた反論が飛び出してしまう。しかし仁君は、私の可愛くない反抗に眉一つひそめず、宥めるような、あやすような笑みでかんばせを彩ってみせた。

「ん……そうだな。俺が悪い」

「え、」

「俺が、未希を……こんなにえっちにしたんだよな……？」

　どろりと甘い、私を駄目にする声音。

　雄を感じるほどに低く熱っぽいのに、語尾にハートマークが浮かんでいるようにすら思える声だ。それを、耳朶を食みながら脳みそへと直接注ぎ込まれてしまえば、もうひとたまりもなかった。腰が重く、重くなっていき、膝が自然と擦り合わされる。零れる呼気も一層淫らな色を帯びて、寝室の雰囲気を瞬きの間に塗り替えた。

「じん、く、……え、っちって」

「ん、えっちでかわいいよ」

　否定してほしかったはずの呟きを優しく肯定され、いいことなのだと教え込むように褒めそやされる。汗で張り付き始めた髪ごと掻き混ぜるように撫でられると、本当にそれがいいことのように思えてきてしまうのだ、————頭の中に残る微かな理性は『この男の言うことを真に受けるな』と警告しているにも拘らず。

　あ、あ、と喘ぎを漏らす唇が、丁寧に舐められる。駄目押しのようなその愛撫に、びくびくと背筋が跳ね上がって、彼の瞳が三日月型に歪んだ。

「っは、なあ……全部俺のせいだから、お前は何にも考えずに気持ちよくなって」

　な、と念押しした仁君は、そのままひそやかに私の下腹部へと手を伸ばしてきた。まだ辛うじて纏っていた下着はとっくのとうにぐしゃぐしゃで、重たい蜜を吸いきれずにシーツや私の太腿を汚している。「気持ちよくなれて、えらいな」という仁君の甘やかしに、またどぷりと熱の塊が溢れて浅瀬に溜まった。

「ね、それやめて……」

「それって？」

「その、褒めるやつ……っあ！」

「だめ。俺がお前のこと可愛がりたいんだよ」

「ぅ、んん……っ」

　————いじわる、いじわる。

　頑是ない子供のような駄々が、胸の内で広がっていく。それでも飼い慣らされた身体と心は、それすらも柔い快感として拾ってしまうから、始末が悪い。

　仁君は私の下着を取り払うと、ベッドの端へと放り投げる。じっとりと湿った秘所に外気が触れる感覚に、爪先がくっと丸まった。こうして自分の何もかもを曝け出す瞬間は、今でもどうにも慣れないままだ。

　羞恥八割、期待二割という感情を持て余した私の膝を、仁君の熱く乾いた手のひらが掴む。ぐっと左右に割り開かれて、一緒に開いた花唇が、ちゅくりと粘性の水音を立てた。

「お前の好きなところ舐めながら……中も、広げてやるから。このままいい子にしてろよ」

「は……、ね、それ絶対だめになるやつだから……！」

「だから、だめにしたいんだって……ほら、開くぞ」

「っ……ぁ、あ、あっ、うそ、」

　仁君の親指が濡れそぼった花弁を掻き分け、くぱりと優しく開いた。広がった蜜口からは、浅瀬に溜まっていた白っぽいとろみが溢れ出て会陰を伝う。後穴まで垂れ落ちたそれを、————宛がわれた熱い舌が舐め取ってみせた。

「ッ、～～～っ！」

「はは、熱いな……ッ、は、ン」

　舌が秘裂を這い上がり、やがて剥き出しにされていた淫芽へと到達する。仁君の言った、『私の好きなところ』。キスと胸元への刺激ですっかり重く実っていたその小さな芽は、しなやかでざらついた舌の来訪を喜び、じん、じん、と疼き切った身体を痙攣させた。御し切れない性感に私の足が暴れたけれど、仁君によって難なく押さえ込まれ、そのまま蕾のときと同じように咥えられてしまう。ぬるついた粘膜に、身体中でいっとう敏感な器官が包み込まれる快感は、想像を絶するほどのものだった。

「ッあ、ァ、っや、ン……！」

「ふ、っ……はァ、やっぱ、ここ舐められるの好きだよな……」

　すぼめた唇で断続的に吸い上げられ、包皮が自然に剥けていく。ここがこんなにも従順に姿を現すようになったのも、仁君の開発の結果だった。ざらついた部分や硬く尖らせた先端で、秘豆の天辺や側面、そして一番弱い裏筋を擦られると止め処なく愛液が分泌される。

　彼の舌の動きは、キスのときと同じように巧みだった。すっかりばれてしまっている、裏筋の少し奥のほうの弱点をじっくり、じっくりとなぶられる。ああ、これは駄目だ。ただでさえキスと胸への愛撫で、私の身体は火照り切っているのに、こんなに優しく舐めしゃぶられたら、————

「ふぁ、……っや、クリ、溶けちゃ、」

「いいよ。溶けろって……」

　は、と吐き捨てるように囁いた仁君が、再び花唇の奥へ顔を埋めた。

　いじめられて膨れた花芽を、舌でくるんで扱かれると、生まれた快感がお腹の深部に全部飲み込まれていく。頭の中でぱちぱちと電気が走る音。抗えない絶頂感がすぐそこまで来ているのが分かって、私は必死に彼の頭を引き剥がそうとする。柔い太腿が、彼の顔の側面や髪を撫でつけるように動いた。

　その幼気な抵抗で、仁君も私の限界を悟ったのだろう。恥丘と下生え越しにこちらを見つめる瞳に愉悦がけぶり、舌が芽の裏側に潜り込んで、捧げるように持ち上げてみせた。たっぷりと塗りつけられた唾液と溢れた淫液、そして淫芽そのものも纏めて勢いよく吸い上げられると、————ひときわ大きな火花が目の前で散って、腰から下がきつく強張って。

「じん、く……っほんと、溶けちゃ、ぁ～～～……っ！」

　張り詰め過ぎた糸が切れると同時に、がくんと、激しく全身が跳ねた。

「は、ぁ、……ああっ」

　じゅわ、じゅわ。奥から蜜が染み出して、やがて彼を受け入れる隘路を潤ませていく。

　意識が一瞬遠くへと飛ばされたせいか、果てへ上り詰めたのだと理解するまで数秒を要した。腰から下は強張りが解けた反動で、溶けたアイスクリームのようにどろどろで、指の一本すらも動かせない。全力疾走をした後のような、不規則で荒い呼吸音がいやに耳についた。噴き出した汗で、太腿にかかっている仁君の手が滑るのを知覚する。

　絶頂を迎えたばかりの突起はひどく敏感で、まだじくじくと熱く痺れていた。それを甘い余韻に浸らせるように、ぐっ、ぐ、と舌先で何度もプレスされると、絶頂感が長引いてなかなか果てから下りてこられなくなる。

「へ、ぁ……っあ、は、ぅ、仁く……っ」

「はー……っ、ふ、もうイッてる……分かるか？　クリじんじんしてるの……」

「言わないでってば、ぁ……！」

　淫猥な反応を揶揄するように、仁君が苛烈に目を眇めた。言っていることが何も間違っていないのが、最悪だった。まだ刺激がほしい、気持ちよくしてほしいと我が儘に訴える淫芽を、彼の舌があやしてくれているのは事実なのだ。

　私の泣き言に、仁君の口の端が吊り上がる。ほんの少し身体を浮かせた彼は、開き切って閉じられなくなった脚の間に、ゆっくりと手を差し入れてみせた。中指が会陰から蜜口の始点までを引っ掻くように撫で上げ、指にとろみを纏わせてから、それを私の内側へと沈めていく。

「ッ……は、相変わらず狭いのに、熱くて溶けてる……」

「あ……っは、入って……」

「これなら、最初から二本入るよな……？」

「っそれ、ぅ、くぅ、ン……」

　まだ果てから下り切れていない隘路が、逞しく骨ばった二本の指に擦り上げられて狼狽える。下腹部全体が心臓になったかのように、生々しく脈動しているのが分かった。

　二本の指は奥まで入ることなく、そのまま浅瀬に留まった。ちょうど第二関節の硬い部分が蜜口を押し広げている感覚に、思わずシーツに後頭部を擦りつけてしまう。

　すると揃えられた二つの指の腹が、ぐっとお腹側を軽く押した。

「な、ここ……分かるか？」

「え……、あっ」

　彼が何を言いたいのかは、すぐに分かった、————だって『ここ』も、彼に散々気持ちよさを教え込まれた場所だから。

　指先が微かに沈んでいる、柔い媚肉。度重なる快感の奔流に触発され、感覚が鋭敏になったその場所は、内壁にある女の子の泣き所だった。前は鈍くしか感じなかったこの場所も、仁君の手によってすっかり立派な性感帯に仕立て上げられてしまっている。

　その場所に、彼の指がしっかりと宛がわれる。反対側の手がベッドサイドに置かれていたバスタオルを丸め、私の腰の下に敷いた。同時に、先ほど同様に舌が緩慢に淫芯へと下りていくのを見て、何をされるか理解した身体が不安と期待で戦慄く。

「じ、仁君、あの、」

「言っただろ。お前の好きなところ舐めながら、中も広げてやるって」

「ぁ、や、ゃだ、それむりっ……」

「大丈夫だって。怖くない……気持ちいいだけだ。な？」

　唇にはにんまりと嗜虐的な笑みが浮かんでいるのに、私を見つめる瞳は蜂蜜を蕩かしたように甘い。丸め込むかのように、とんとんと泣き所をタップされると、もうそれ以上の抵抗は意味をなさなかった。震える私を置いて、仁君の口と指による甘くて苛烈な猛攻が始まってしまう。

　剥き出しの突起を、ちゅ、ちゅう、と甘やかすように吸われながら、指先に泣き所を何度も何度も押し上げられ、緩くかりかりと掻きむしられる。いつもの下拵えをするような動きとは違う、私を昇らせ頂きへと押し上げようとする手つき。無意識に指を食い締めてしまう淫筒に煽られたのか、彼の吐息に粗雑さが混じった。

「ッふ、ァ……ちゅ、は、はは、掻き回すたびにすげえ音する……」

「ぁ、あっ、や、……あ、ぁんっ」

「たくさん濡らせて偉いよ。ほら、気持ちよくなっていいから……もっと、力抜いてみろ」

「っ……じん、く、」

「ん、そうだ……足も開いて。全部俺に委ねてくれ」

　また、褒められた。『濡らせて偉い』というあんまりな台詞に、それでも私の身体はどろっと融解してしまう。零れた熱の塊が彼の指に触れて、ざらついた箇所に擦り付けられると、ぬるつく襞にもどかしさが増して腰がかくかくと不随意に揺れた。この浅ましい動きをやめたいのに、彼に促された通りに力を抜ききってしまったせいか、下半身の一切が自分の意志で動かせなくて、————余計なところまで開いてしまいそうになる。

「ッ……は、ぁ、あ、だめ、だめ……っ！」

　火傷してしまいそうなほどに熱い舌が、花芽の下で緩く開いている小さな口をほじるように舐めた。はく、と空気を吸い込もうと開閉したそこに、彼の唾液が流れ込む。ぐっ、ぐ、と襞を押し込む指も激しく蠢き、浅瀬の水気が明らかに増した。押されるたびに媚肉から愛液が染み出して、溢れる。一緒に何かが出てしまう。身体中を駆け巡る快感と怖気に、何かに縋り付きたくて堪らなくなった。思わず仁君のほうへと手を伸ばせば、彼の伏せられていた瞳が、私を射抜いて、————

「あ、……っぁ、ひッ、ん、ぅう～～～……っ！」

　熱にけぶる、獰猛な瞳に晒された瞬間。甘やかされ続けた秘芯と浅瀬に溜まった快感が、一息に弾けた。壮絶なまでの解放感だった。

　ばちんと脳内で音が響き、目の前に星が散る。気持ちよさがぎゅうう、と内側に引き込まれ、噴出する。色んな反応が一気に巻き起こる中、堪え切れなくなった淫水が溢れ出し、足や腰の下のバスタオルを濡らしていく感覚に背骨が震えた。出し切れとばかりに指がまた内壁を押し、残っていた水分が断続的に噴き出されて。

「上手に出せたな。……前は上手く噴けなくて、もどかしくて泣いてたのに」

　口回りを汚した液を粗野に舐め取りながら、空いた手で私の内腿を撫でる仁君。反対の手は相変わらずゆるゆると襞を擦っていて、私の身体はいつまで経っても熱が引かない。

「……っ、ふ、ぁ、」

「もう疲れた？　……もうちょっと、イけるよな？」

「え？　あ、ぁ……ッ！」

　うそ、という悲鳴は声に成らず、甲高い嬌声に呑み込まれた。ぴんと勃ち上がった秘芯の根本を唇に食まれ、きゅんきゅんと疼く先端部分を舌に愛撫される。指も緩やかな掘削の動作から、再び私に快楽を与えるための動きへと戻ってしまった。

「これ以上は、ほんとに……っな、くなっちゃ、なくなっちゃうから、ぁ……！」

　問題は、内側よりも散々舐めしゃぶられた幼気な芽のほうだった。既に二度も果ててしまっているそれは、丸々と肥えてぷっくりとしている。このまま舐められ続けていたら溶けてなくなってしまうのではないか、————なんて、馬鹿げた考えが頭から離れなくて、私はぐずぐずと鼻を啜りながら仁君に懇願する。

　もっと前は、こうやって抱き合っている最中にも、もう少しだけ矜持が保てていたような気がするのだが、今や見る影もない。ひとたびシーツに沈んでしまえば、私は彼に翻弄されて、貪りつくされる運命にあった。

　仁君はふっと目元だけで笑んでみせると、私の懇願を無視してさらに口淫と指戯をひどくする。下腹部全体がきゅんきゅんと甘くひくつき、私はまたすぐに果てへと追いやられてしまった。

　堪らなく強烈なのに、どこまでも私に寄り添った重く優しい絶頂。それが立て続けに襲ってきて、果てに延々と縫い留められる。甘美で濃厚な快楽は私の奥を開き、子宮をふやかしていく。発情していない箇所がないほどに昂らされた身体が、全てを仁君に委ねたのが分かった。

　飴玉でも味わうかのように、ずっと、ずっと優しく、ゆるゆると可愛がられ続ける艶やかな真珠。ぐりぐりと柔く潰され、引っ掻かれる粘膜、————仁君はそこからたっぷり数十分ほどかけて、『私』という自我までを蕩かした。

「ッ、はぁ……っあ、んん～～～……っ」

　その永遠とも思える時間の間で、一体何度イッただろう。もうずっと気持ちがいいままで、蜜穴はきゅうぅ……っと彼の指に縋り付いている。もっと質量のある、確かなものが欲しいと咽び泣いているかのようだった。

「ふ、……ほんっと、かわい、」

　じゅる、と露骨な音を立てて蜜を啜った仁君が、舌と指を引っ込めて、ようやく自分の部屋着を脱ぎ捨てる。ダークグレーの下着がじんわりと湿っているのが微かに見えて、脳みそまで沸騰してしまいそうだと思った。ちらりとこちらに視線を投げた仁君が甘く微笑み、既に重たく頭をもたげている屹立を支えた。

「お前の中に入りたくて、こんなになってんの。……な？」

「あ……」

　雄くさく眉をひそめた仁君は、その昂りに手早く膜を纏わせると、再び私の元へと戻ってきた。未だくったりと弛緩している足を大開きにして、秘所の上に猛々しい熱杭をかぶせるようにする。完全に触れ合っているわけではないのに、その温度がぽっかりと口を開けた粘膜にまで伝わってくるかのようで、————どきどき、した。

「っあ、じん、く……入っちゃ……」

「ああ。入るぞ……ッく、……！」

　仁君がほぐれた口に切っ先を食ませて、そのまま斜め上から腰を落としてくる。しかしそれは最奥まで沈むことなく、張り出した笠の部分で蜜口の淵を引っ掻くように弄んだ。くぽ、と鈍い水音が立つたびに、柔い心地よさがお腹の奥まで走るものの、それは今まで与えられた暴悦に比べれば戯れのような性感だった。淫路は先ほどまでの度重なる絶頂で、すっかりとろとろに蕩け切っているのに、なんで、————私は焦れったさにうずつく心臓の辺りを押さえながら、仁君の首筋を脛の辺りで擦り上げた。

　もどかしくて泣いてしまいそうな私に対して、仁君はまだまだ余裕そうだった。怒張はもうこれ以上ないぐらいに肥え、どくどくと脈打つ音まで聞こえてきそうなのに、彼の顔はあくまで涼しげだ。付き合いたて、いや付き合う前にした行為のときよりも、よっぽど余裕そうに見える。

　私ばかりが相手に、快感に、弱くなっているのではないか、————そんな思いが、茹った頭の端を掠めていく。

「ッは……もっと奥、突いてほしいって顔してる」

「う……だって、」

「この、浅いとこ……っ、ハ、こうやって引っ掻くだけでも、気持ちいいだろ……？」

　足りないの、と顎の裏をくすぐられ、ぞくぞくっと背筋が甘く痺れる。入口に屹立を咥え込ませたまま、愛玩するように撫でられるというシチュエーションは、被虐的な快楽を私の心臓に植え付けた。

　意地悪されるのが気持ちいい。甘やかされるのが気持ちいい。『春瀬未希』らしい何かを融解させてしまうような、破滅的な考えが身体中を満たしていって、————

「足りな、……っあ、足りない、奥まで、欲し……っ」

「……分かった」

　ぞろりと、仁君が唇を歪ませる。それが合図だった。

　大きな手のひらが私の腰を掴み上げ、上から勢いよく怒張を突き込まれる衝撃。骨盤と最奥ががつんと強く押し込まれる感覚がして、無防備だった蜜壺が驚いたように収縮した。ひゅ、と喉が締まって、瞼の裏でぐるりと目が回る。自分が軽くイッてしまったのだと気付いたのは、全身からどっと汗が噴き出したタイミングだった。

　すごくすごく、イきやすくなってる。

　嫌というほどに蕩かされたのが効いているのだろう。イッたばかりだというのに、またすぐに果てが見えてくる。一度掻きむしられただけで何度も昇り詰めるなんて、あまりに堪え性がなさすぎる、————そんなふうに思っているのは本当なのに、ただ居座っているだけの剛直をやわやわと締め付けては、甘い絶頂未満を繰り返してしまう。

「……ッ！　は、っはあ、ぁ、ん……っ！」

「ふー……ッ、ァ、は……っ悪い、この体位じゃきついか」

　膜を一枚隔てたかのように、遠くから聞こえてくる仁君の声。ぼんやりとしながらも頷けば、一度楔が抜かれて、彼の手でうつ伏せにひっくり返される。膨らみとその先端の蕾がシーツに擦れる感覚に、身体が淫らにしなった。

　双臀に硬い指先が食い込んで、中心を割り開いてみせる。とろ……っと垂れた熱は先ほどとは逆に秘豆のほうへと流れていき、下生えに絡み付く。そして、その茂みを掻き分けるようにして、逞しい刀身が再び私の中へと分け入ってきた。

　熱の塊に、潤み切った体内を蹂躙される、感覚。

「ひ、……ぅう、ん……っ！」

「入っ、た……な。ッは、ァ……でも、もっと奥……っ」

「ッだめ、そこ、ぁ、っあぁ！」

　ぐうっと奥に潜り込んできた切っ先が、最奥の壁を押し上げるのを、まざまざと感じる。背中にぴったりと重なるように圧し掛かられ、押し出されるような溜息が漏れた。いわゆる、寝バックの体勢。征服される感じがするこの体位は、一番好きで、一番嫌いだった。

　汗ばんだ肌同士が重なり合えば、吸い付くような感覚がする。ただでさえ敏感になっている肌をそんなふうに侵されて、私が平気でいられるはずもない。鼻にかかった、甘えるような吐息がシーツで弾む。仁君の手が私の髪を一纏めにして、剥き出しのうなじに甘噛みを施した。

「っや、それ、痕……」

「……ッ大丈夫、だって。月曜までには消える」

　ぐ、ぐっと、押し込むような抽挿が幾度となく愛液を掻き混ぜる。優しいぐらいのペースと強さで奥を責められてしまうと、ゆっくりと最奥が発情し、とろみのある涎を垂らした。

「それに、俺としては消えなくてもいいし、な……」

「え……、ぁ、ンっ、ふうう……ッ」

「ああ……ここ、いいのか」

　重くてまろい先端部分が、最奥の左側の行き止まりに嵌まり込む。望外の、そして未知の悦楽だった。そこを念入りに捏ねられると、逃げ場を探した腰が浮こうとしてしまう。そのたびに仁君の逞しい腰骨のラインが、たしなめるように私の尾骶骨辺りを押さえつけてくるのが、居ても立っても居られないほどに厭らしかった。

「はぁ、……は、ぁん……や、だめ、だめ……っ」

「だめ、じゃないだろ……？」

　なあ、と圧し掛かった身体が蕩けた声音で笑う。縮こまるようにして法悦の予感に耐えていた私を、仁君の厚い手のひらが宥めるように撫でてくれる。くしゃくしゃと髪を掻き混ぜ、まるで愛でるかのように。加えて「よしよし」と耳元で囁かれると、愛されているという感覚に、とびっきり濃厚な絶頂感が襲ってきた。

「お前って……だめって言いながら、死ぬほど気持ちよさそうに顔が溶けてるのがかわいいよな、ほんと」

「っ……、ふぁ、あ……」

「でも、気持ちいいから仕方ないよな……？　ほらいいんだぞ、イッても。このまま撫でててやるから……」

「ぁ、仁く……あっ、ああっ……！　ッン、～～～～っ……！」

　彼の腰の動きは、私を甘やかしている最中でも止まらない。ひどい水音を立て、私の全部をめちゃくちゃに作り変える。奥をこりこりとなぶり、私に幹全体を締め付けさせることで、熱杭はさらに逞しく張り詰めていく。背中にキスマークを散らされながら、私は痙攣の間隔がどんどん短くなってきているのを感じた。もう果てと、それ以外の境目が分からない。先ほど執拗なまでに秘所をいじめられたときより、ずっとひどい忘我の絶頂。それがずっと、ずーっと、終わらない。

「ッは、っう、グ……ッああ、また締まった……っなあ、気持ちいい、よな……」

「ぁ、ぁ、あっああ、ぁ、や、じんく、たすけて、じんくん……！」

　快感に押し出された涙が、シーツに丸い染みを作る。

　私の頭の中は、もう一つもまともに動いている箇所がなかった。ただ仁君の名前と、気持ちいいことしか分からなくて、自分をこんなにも追い詰めている人が誰なのかもきちんと認識できないまま、仁君に助けを求め、縋ってしまう。

「はは、……っほんとお前って……どうにかしたくなるぐらい、かわいい」

　喜悦の溶けた笑い声がうなじを引っ掻く。頭を撫でる手つきにも、耳元で私をあやし、褒める声音にも、もうこれ以上ないってほどの砂糖が混ぜ込まれて。

「未希、……っみき、最後にもう一回イこう、な」

「ア、ぁんんっ、ン～～～……ッ！」

「……ッ、ハァ、かわい……すき、好きだ、っ未希、」

　腰が一突きされるごとに『好き』と『かわいい』という言葉の雨が降ってくる。「いっぱいイけていい子だ」なんて意地悪に褒められながら、じっくりと解放に向かっていく仁君の怒張に付き合い続けるのは、どうしようもなく気持ちが良くて、————

　結局私が覚えていられたのは、何回目かの果てに至ると同時に、彼のものが被膜の内側に熱い奔流を叩きつけた瞬間だけだった。
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「ほら、ご所望のコーヒー」

「ん……」

「というか、コーヒーで良かったのか？　もう少し喉に優しそうなやつもあったけど」

「いい、大丈夫……」

　これは戒めなのだ。未だに色惚けの気配が残る頭を引っぱたくためには、これしかない。

　散々無体を働かれた翌日の朝。すっかり腰と体力をやられて動けなくなった私は、仁君に甲斐甲斐しく世話を焼かれながら、昨夜の自分の痴態を思い出しては自己嫌悪に陥っていた。

　甘やかされて褒められてあやされてたくさんイッてしまうって、なんだか、ものすごく厭らしくないだろうか、————私はとんでもなく厭らしい女になってしまったのではないか。

　考えてみれば、行為の仕方や行為中の言動も何もかも、会社での振る舞いと同じだ。前よりも格段に甘ったるい仕様になっている。今の今まで気付けていなかったのは、毎回少しずつ甘やかしの割合を増やされて慣らされてしまっていたからだろう。カエルの入った冷たい水を熱していくと、カエルは浸かっているのがお湯になったことにも気付かずに茹って死ぬという。それと同じだ。私はこのままだと、仁君に耽溺して死んでしまう。

　深く溜息をついて、仁君の淹れてくれたコーヒーを啜る。苦いのにしっかりと旨味が感じられる辺り、仁君はやっぱりコーヒーを淹れるのが上手い。

「美味い？」

「ん……私の淹れたコーヒーのほうが美味しいと思うけどね」

「コーヒー淹れ対決、前にしたよな。懐かしい」

　眩しげに目を細めた仁君が、私の内心の葛藤など知らなそうな顔で隣に腰を下ろす。

「確か、俺が勝ったんだよな」

「ちょっと！　記憶は捏造しないでよ。勝ったのは私でしょ」

「そうだったか？」

「なんなら今から記憶力勝負でもする？　半年前のことも覚えてられない仁君に負ける気がしないけど」

「……ふ、」

　私がそう言い切るなり、仁君が淡い笑みの気配がまぶされた吐息を漏らす。その唇が緩い曲線に成っていくのを見て、首を傾げた。

「……どうしたの？」

「いや……お前のその皮肉、久しぶりに聞いたなと思って」

「皮肉って分かってるなら喜ばないで！　もう！」

　空いた手で軽く背を叩いてやれば、仁君がけらけらと笑った。私の怒りだってただのポーズだから、彼の楽しそうな笑い声につられてくすくすと笑みを零してしまう。付き合う前は、こうやってじゃれ合うことだってなかったわけだから、これも私たちの関係の変化の一つなのだろう。

　夜のことに関しては、正直ああいう触れ合い方は恥ずかしい。でも、それが仁君のやりたいことなのだとしたら、————きっと最終的に全て許容してしまうだろうと思うぐらいには、彼のことが好きだ。

　仁君の、意地悪なくせに優しいところが好き。からかってくる甘い声が好き。私の本当は知ってほしい努力を見つけてくれるところが好き。実はちょっと不器用でかわいいところも、好き。何より、————私のことが好きだと、素直じゃない口の代わりに、全身で伝えてくれるところが好き、だったのだけれど。最近は口がすっかり素直になってしまったから、これは改めたほうがいいのだろう。

　そして、その素直すぎる口が会社でも素直に振る舞うところだけは、どうにかしなければならないと思うわけで。

「……あの、仁君。ちょっと聞きたいんだけど」

「ん？」

「最近の会社での振る舞いについて、自覚ある？」

「自覚って、何がだ？」

「私に対して……なんていうか、恋人用の甘い対応になってる、みたいな」

　私が言い募っても、仁君はぱちりと目を瞬くばかりでぴんと来ていない様子だった。コーヒーをこくりと飲み下して、「そうでもないだろ」なんて首を捻っている。

「そうなってるの！　例えば……周りに人がいないからって未希って呼ぶとか、スキンシップが増えたとか……あと、前みたいに私をからかったりしなくなって、褒めるほうにシフトしてるし」

「ああ……で、それがどうしたって？」

「会社では、ああいう振る舞いはやめてもらえたら嬉しいなって。付き合ってることがばれて、他部署に飛ばされたら仁君も困るでしょ」

「ふうん……」

　ようやく合点がいったのか、仁君は曖昧に頷いてみせた。しかしその顔はどこか渋く、『不満です』という感情が前面に出ている。露骨に嫌そうな顔をした仁君って、ちょっとレアだ。

　それに驚いた私が目を瞬いているうちに、彼は溜息をつきながら嘯いた。

「自信ないな」

「えっ……でも、ばれたら面倒なことになるんだからね？　分かってる？」

「あれは噂だろ？」

「でも、実際に異動させられた人たちもいるし……」

　そうでなくとも、職場に恋愛関係を持ち込むのはあまり好きではない。会社では仕事に集中する、ということが、今のまま耽溺させられたらきっと上手くできなくなってしまう。

　それにこれは『一切話すな』という話ではなくて、仕事は仕事、プライベートはプライベートでなるべく分けられたらという話だ。就業時間中だけでも適切な距離を保つのって、そんなに難しいことだろうか。

　元々、私は仁君もあまり仕事中にべたべたするのは好きではないと思っていた。だから最近の会社での振る舞いは無意識のようなもので、こうして指摘すれば気を付けてくれるだろうと思っていたのだけれど、————ああでも、確か梨花ちゃんは仁君が『可愛がりたくて仕方がなかった』んじゃないかって言ってたっけ。

　彼女から答えを貰いそびれた疑問のことを思い出し、私は仁君を改めて振り返る。

「そもそも、どうしてああなっちゃったの？　前はもう少し控えめだったと思うんだけど……」

「……いや、分かるだろ。俺はもう何年もお前のことが好きなわけだ」

「！」

　真っ直ぐな台詞に、一瞬飲み込み損ねた空気が喉奥でわだかまる。身構えていなかった分、率直な『好き』の言葉は私の心臓に突き刺さった。昨晩飽きるほどに聞いたはずなのに、今日初めての『好き』は驚くほど鮮烈に私の頬を赤く色づかせる。

　私の反応に気付いたのか、仁君がひそやかに吐息だけで笑う。視界の端にあった彼の手がそっと持ち上がり、私の髪を恭しい所作で耳にかけた。

「その間ずっと……負けず嫌いで頑張りすぎるお前を甘やかしたくて、お前に甘えてほしくて仕方がなかったんだよ」

　言葉と同じように、真っ直ぐな視線が私に注がれる。その瞳は昨日の昼休みと同じように、愛おしいものでも見るような色で私の姿を映していた。

「え……」

「信じられないなら、教えてやろうか？」

　どろっと甘い情感を含んだ雰囲気が霧散し、にやりと悪戯めいた笑みが彼のかんばせに浮かぶ。嫌な予感に慌てて首を横に振ったものの、仁君はそんな私のリアクションが見えていないかのように、指折り数えながら例を挙げ始めた。

「まず、初めてちゃんと話した飲み会のときだな。ビールを一口飲むたびに、唇がへの字になってて可愛くて……それなのに一生懸命飲んでただろ？」

「ちょ、ちょっと仁君、いいってば」

「俺が飲んでやるから、そんなもん飲まなくていいって甘やかしたかった。似たようなことはやったけどな。……ああ、あとはうちの部署に来てしばらくした頃、俺が残業してるからってお前、————」

「だからいいってば……！」

　この話は、聞けば聞くほどこっちの分が悪くなる。

　それを悟った私は、慌てて両手で彼の口を塞いだ。仁君が今披露したエピソードは、私たちの関係の中でも最初期のものだ。その頃からそんなふうに思われていたのだと知ってしまえば、何となくうずうずとするような、むず痒い感覚が胸を満たしてしまう。

「……つまり、負けず嫌いはフリだったってこと？」

「いや、それはそれ。好きな女に負けるのは格好付かないだろ」

「そういうものなの……？」

「まあでも、前よりはあんまり悔しくないな」

　————未希が俺のもんだって、分かってるから。

　計算しつくされた角度で持ち上げられた唇。片方だけ下げられた眉と、ほんの少し眇められた目元。お馴染みの、余裕ぶった顔で仁君が笑う。

　彼のかんばせは、そういった自信満々の表情がとても良く映える造形をしている。ついでに、その表情を見るのが久しぶりだということもあって、私の心臓はきゅう、と疼くようなときめきを覚えてしまうのだ。ただ同時に、————『私ばかりが必死になっていて悔しい』という負けず嫌いらしい思いが湧き上がってくるのも事実だった。悔しくないと言われるということは、私は恋人になったことで、仁君のライバルとしての地位を失ってしまったのではないか。そんな考えがちらついて、甘い疼きを覚えたはずの心臓が、今度は激しい喪失感に襲われてしまう。

　仁君といがみ合いたいわけでもなく、喧嘩がしたいわけでもない。ただ、私は一方的に甘やかされるだけの関係じゃなくて、仁君と、対等な関係に戻りたいのかもしれない。

　ぐらぐらと揺れる天秤が、胸の奥で軋む音を立てる。その軋みの意味も分からないまま、私は彼に向かって人差し指を突き付けた。

「……とりあえず！　自信がなくても努力はして。会社では絶対に『付き合う前』ぐらいの言動を心掛けるようにしてね」

「……ああ、分かった。いいぞ」

　しっかりと念押しをすれば、仁君はその余裕ぶったにんまりとした笑みのまま、私を引き寄せて軽く口付けてくる。

　心配だなあ、————そんな呟きを内心で零しながら、私はキスの感触に瞼を下ろしたのだった。






２　二回戦は困惑の中で








　絶対に、おかしい。

「尾崎、今日の夜ちょっと時間ないか？」

「今日ですか？」

「ほら、先月に来た間ま宮みや部長！　まだお前と飲んだことないってぽろっと言ってたからさ」

「ああ、確かにそうですね。でも今日は用事があって……代わりに来週どうですか？　課長の好きそうなワインの店、見つけてあるんですよ」

「おっ、いいな。尾崎の店選びは間違いないからな～」

　対岸のデスクで西にし山やま課長と盛り上がっている仁君の声に気を取られ、私は動かしていた手を止めた。そろっと面を上げれば、こちらに横顔を向けて薄く微笑んでいる仁君の顔がある。その造形も、表情も、何もかもがいつも通りに見えて、思わずそっと溜息をついてしまう。

　『付き合う前』ぐらいの言動を心掛けるように、————仁君にそう言い渡して、今日で五日目。土日を除けば三日目だ。彼が言う通りにしてくれるかどうか心配していたものの、蓋を開けてみれば、彼は私の言いつけをきちんと守ってくれていた。不意に『未希』と呼ぶこともない。給湯室で抱きしめてくることも、外回りの前に必ず声をかけにくることも、あの甘ったるい愛おしげな目で私を見ることもなくなっていた。正しく、付き合う前の距離感に戻っている。

　あんまり上手くいったもので拍子抜けしていた私が、何かがおかしいと気付いたのは、ちょうど今日の昼休みのことだった。

　デスクの近くで、梨花ちゃんと私が見ている新卒の男の子、古ふる谷や君と一緒に、会議資料の作り方についてあれこれと議論しているところに、仁君が通りがかったのだ。最近の彼なら、ついでのように私の頭を撫でるとか『甘いもん持ってないか』なんてちょっかいをかけるなんてことをするはずで、付き合う前の彼なら、私の意見に被せるように何か言ってくるとか、からかってくるとか、————とにかく何かしらのリアクションがあるはずだった。

　それが、気付いて声をかけた梨花ちゃんにひらっと手を振って、それだけ。急いでいるわけでもなさそうだったのに、私を見もせずに去っていってしまったのだ。

　そこで初めておかしいと気付いて、今までの三日間のことを思い返してみれば、からかったり些細なことで勝負をしたりというような、付き合う前にしていた関わり合いすらもなくなっていることが分かった。私は『会社では前の対応に戻して』と言ったのであって、ここまでしろとは言っていない。

　でも、————もしかしたら、仁君は怒ってるのかもしれない。

　そう思った瞬間、ぼんやりと向けていた視線に気付いたのか、仁君の瞳が滑るようにこちらへと向けられた。吸い込まれてしまいそうな、黒の瞳。それが一瞬私を捉えて、やがて何の感情も滲ませないままに逸らされる。

　ずくん、と心臓が痛んで、私は思わず書類の散らばったデスクへと突っ伏した。

「……もしかして未希先輩、尾崎さんと喧嘩しました？」

　顔を上げないまま黙り込む私を見かねてか、隣から梨花ちゃんの声が降ってくる。声音から察する限りでは、割合的には心配が四割、好奇心が六割ぐらいだろうか。ぐ、と言葉が喉に詰まって、私が呟いた台詞はなんだか拗ねたように響いた。

「別に、してないけど……」

「えー！　うそだぁ、先週と全然違うじゃないですか」

「うっ……」

　梨花ちゃんの遠慮容赦のない台詞が、心臓に真っ直ぐ突き刺さる。

　自分の言い分が間違っていたとは、そんなに思っていない。会社は仕事をするための場所だし、交際が原因かどうかは分からないものの、実際に部署内カップルが異動させられたという話も聞いている。でも私の主張は、仁君の意志や感情を置き去りにした独りよがりの考えではなかったか、なんて、そんな思いが胸に巣食ってしまっていた。彼に素っ気なくされるたびに、苦しさと寂しさと罪悪感がちくちくと私の喉を刺して、上手く声が出なくなる。

　私が先ほどよりもずっと重く、湿っぽい溜息をつけば、梨花ちゃんが私越しに古谷君へと話を振った。

「ね、古谷君もそう思うよね？」

「あー……」

　無造作に見えるくしゃっとした茶髪に、アーモンド色の目をした古谷君は、曖昧な音を零しながらこちらを見る。いかにも今時の子という雰囲気の整った容姿を持つ彼は、うちの部署の新卒の中でも、特に梨花ちゃんに気に入られているうちの一人だ。『素直で真面目なワンコ系でかわいいですよね』というのが彼女の談。

　彼は当然、私と仁君が恋人であることは知らない。だからこそどんな評価を下されるのかが気になって、私もつい顔を上げてしまう。

「そうですね。春瀬さんと尾崎さん、めちゃくちゃ仲良しっていうか、いいライバルって感じだったので……」

「ほら！」

「……うん」

「あ～もう！　先輩がそんな感じだと調子狂っちゃいますよ！　早いところ仲直りしてくださいね？」

　どうやら、彼女の中では喧嘩という認識で落ち着いてしまったらしい。発破をかけるような声音に背中を叩かれながら、私はもう一度顔を上げて仁君のほうを見遣る。話は終わったのか、彼はもう横顔すら見せてくれず、ただパソコンと向かい合っていた。

　私たちにとって、金曜日の夜は恋人の日だ。予定がない限りは二人で会うという暗黙の了解は、今も生きているはず。そのときにきちんと話をしようと決め、私はゆるりと頭を振った。止めていた手を動かし始めれば、古谷君がそっとこちらを覗き込んでくる。

「……春瀬さん、大丈夫ですか？」

「大丈夫。古谷君もごめんね」

「いや、俺は全然いいんですけど……」

　へらりと笑った古谷君は、物覚えが良くて仕事の進め方も上手い、期待の新人だ。私も気を引き締めないと、そのうち抜かされてしまうかもしれない、————そう考えると、私の唇には自然と笑みが浮かんだ。

　会社は仕事をするところだと言ったのは私自身だ。今は目の前の仕事に集中しよう。
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　そして迎えた、金曜日の夜。

　私が夕食をどちらかの家でとりたいと強請ったのは、家でなら二人きりで落ち着いて話ができるだろうと考えたからだった。込み入った話をするのに、どこかのレストランや居酒屋はあまり向いていない。結局、比較的会社に近い仁君の家に上がり込み、二人で夕食を作ることになった。

「言っとくけど、買い物は明日行く予定だったからほとんど何もないぞ」

「キャベツはあるって言ってなかった？」

「キャベツはあるけど」

「何もなくないじゃない」

　先週より、またほんの少し散らかったような気のするリビングを通り抜けながら、私は小さく笑った。

　片付け下手な割に、仁君はきちんと自炊するタイプだ。凝ったものは作れないけど、と前置きしながら彼が出してきたカレーは、様々なスパイスを使用した本格派のカレーで、私が作るごく普通のカレーよりずっと美味しかった。

「肉は冷凍しといたのが多少はあったかもな。……何作るんだ？」

「お好み焼きぐらいだったら作れそうかなって」

「あー、いいな。腹減ってきた」

　ふ、と笑った仁君が私の手からキャベツを取り上げ、手早く千切りにし始める。さりげなく私が一番苦手な作業を持っていってくれる辺りが、また彼の甘やかしぶりを私に教えてくれた。きっと、これは無意識にそうしているのだろうけれど。

　キャベツを刻む彼の横で、生地を混ぜつつフライパンを温める。一人暮らしの家にホットプレートなんて贅沢なものはない、と仁君が言っていたときのことを思い出し、私は一人で小さく笑みを零した。仁君の中でホットプレートは贅沢なものなんだなと思うと、妙に可愛らしく思えてしまって。

「なに、どうした？」

「ううん、何でも」

「お前がそういう顔してるときは、俺に対して何か不名誉なこと考えてるときだろ」

「……あっ、キャベツもう刻み終わったの？　早いね」

「こら、露骨に誤魔化すな」

　包丁を置いた仁君の手が、私の頬を無遠慮に摘まんで引っ張った。いつも私を丁寧に扱い、蕩かす指先がちょっぴり雑に触れてくるのが、むず痒いようなときめきを連れてくる。一度伏せた目をそっと持ち上げれば、視線が絡み合って、————私たちはキスの前の余白に放り出された。

「っ……」

　甘やかな空気が、二人の唇の合間を漂う。そして私が何か言葉を発するよりも先に、ゆるく傾けられた仁君の顔が近づいてきて。

「お前とこうやって料理するの、何かいいな」

「……え、」

　ぱっと、くすぐるような吐息が触れた耳を押さえる。

　何度か瞬きを繰り返せば、キスの射程距離にある仁君の顔が、ほんのりと悪戯めいた輝きを纏ったまま離れていった。

　————キス、されると思ったのに。

「お前と俺だと得意料理も全然違うし、本当は別々に作ったほうが美味いもの出来そうだけど……って、聞いてるか？」

「え？　あ、うん……聞いてるけど」

「ほら、そろそろ肉焼くぞ」

　私と位置を入れ替わった仁君が、またしても手際よくフライパンに豚バラ肉を並べていく。私のほうはというと、先ほどのキス未遂の衝撃から立ち直れないまま、とっくに混ぜ終わった生地を延々と掻き混ぜていた。

　会社を出てからの仁君は会社の中ほど素っ気なくはないものの、いつものような甘ったるさをすっかり引っ込めてしまっている、————私のそんな考えを裏付けられたような心地がして、心臓が微かに嫌な跳ね方をした。

　その後も私の手つきは微妙に覚束ないままで、結局ほとんど仁君が一人でお好み焼きを完成させた。インスタントのスープと、先ほど冷蔵庫にあった作り置きのおかずを足して、二人で食卓につく。

「じゃあ、いただきます」

「召し上がれ」

「……一応私も作ったでしょ」

「ほとんど俺だろ」

　そう言われてしまうと、ぐうの音も出ない。

　反論することなく、もそもそとお好み焼きを口に運ぶ私に、仁君は仕方がないなという顔で苦笑した。

「ずっと考え込んでたけど、何かあったのか？」

「……仁君、自覚ある？」

　前と同じような切り出しに、箸でお好み焼きを摘まみ上げたまま、仁君が首を傾げる。僅かに持ち上げられた唇の端がこちらに続きを促しているように見えて、私は彼の答えを待つことなく本題に切り込んだ。

「『付き合う前』ぐらいって言ったのに、距離が遠くなってる気がするんだけど……」

「ああ、そのことか」

　白々しく驚いた顔をしてみせた彼は、お好み焼きの欠片を口に放り込むと、ごくりと飲み込んでから「言っただろ、『自信ない』って」と続ける。

「俺はお前に、今更昔みたいな対応ができる自信がない。からかいに行ったらかわいいって言うだろうし、触りたくなるからな」

「え……」

「でも、それだと困るんだろ？」

　そう言ってにやりと笑った仁君の顔を見て、私はようやく彼の言わんとしていることを把握した。簡単に言ってしまえば、私が会社でも今まで通りでいいと言うまでは、今の対応を続けるということだろう。そうやって噛み砕いた言葉を呑み込んだところで、ふと私の頭を一つの考えが訪った。

　————もしかして仁君は怒ってるわけじゃなくて、拗ねているのでは？

　周囲にばれるほどの距離の置き方も、先ほどのキス未遂も、それから今日一度も未希と呼ばれていないことだって。全てが彼の策略であり、『付き合う前の感じで接しろ』という言葉を、私のほうから撤回させようとしているのではないか。こういう厭らしい搦め手も、仁君らしいような気がする。

　とっくに余裕を手に入れて、一人で先に行ってしまったと思っていた彼の、前と変わらない『負けず嫌い』な一面。それをようやく見られたような気がして、喜びにも似た感情が身体中を駆け巡った。

　どうやら私は、仁君が張り合ってくれなくなったのが存外寂しかったらしい、————芽生えた自覚に内心苦笑を零しながらも、私は勝負に乗るべくにっこりと微笑んでみせた。

　撤回なんて、してやるものか。

「確かに困るけど……それなら、仕方ないね」

　彼の眉がぴくりと揺れ、今日一番の愉しげな表情を形作る。きっと私も似たような顔をしていることだろう。久しぶりに本気の勝負ができそうな予感に、心臓がざわめき、高鳴っているのがよく分かって。

　こうして私たち負けず嫌い同士の勝負は、静かに幕を開けたのだった。
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「っ、ふ……なあ『春瀬』、こっち向けって」

　はるせ、というよそよそしい響きが耳朶に触れるたび、言いようのない違和感と胸をぐしゃぐしゃに掻き回されるような感覚が湧き上がる。頑なに背けていた顔をほんの少し強引に引き戻されて、唇に柔く噛みつかれた。ちゅ、という可愛らしいリップ音の割にキスは性急で、熱っぽい欲望に満ちている。ぞくぞくするような視線に絡めとられて、私の身体から抵抗力が奪われていった。

　それでも、このまま流されるとろくでもないことになる、————今までの経験からそう悟っていた私は、下肢を持ち上げようとする仁君の手を掴んで止めた。

「なに？」

「なに、じゃないでしょ！　もう帰るから、放してってば……！」

「ふうん……でもお前さ、こんなに濡らしてたら帰れないだろ」

　ぞろりと意地の悪い笑みを浮かべた仁君に見つめられ、かあっと全身が燃えるように熱くなる。叫び出したいほどの羞恥に唇を噛んで、私はもう一度顔を背けた。

　————付き合う前の関係性に戻るなら、家に泊まるのはおかしい。

　そう言って夕食の後に帰ろうとした私を、仁君は「付き合う前から『こういうこと』はしてただろ」とキスでベッドへと押し込めた。私の抵抗をはいはいと宥めすかし、シーツの上に丁寧に縫い留めた彼は、きっと言いくるめの天才だ。まあ、仁君に「逃げるのか？」と笑われただけで反射的に「そんなわけないでしょ！」と言ってしまう私にも、大いに責任があるような気もするけれど。

　仁君の手練手管の巧みさは相変わらずで、キスの合間に私の服を剥ぎ取ると、膨らみや秘所といった私の性感帯を余すところなく愛撫し、私を陥落させていった。彼が揶揄した通り、じっくりとほぐされた秘所は既にぐずぐずで、いつものように奥までしっかりと開き切ってしまっている。

　ただ一点いつもと違うのは、————私の頭は未だに茹っておらず、意識も意志もある程度はっきりしているということだった。

　『春瀬』と呼ばれること自体は、別に嫌じゃない。自分の名字はそれなりに気に入っているし、つい三ヶ月前までは彼の声にそう呼ばれていたし。でも、その呼び方に加えて、手つきの違いまで感じ取ってしまうと、どうしても快感に浸りきれなくて。

「ほぐしてた俺の指がふやけるぐらいだもんな？　このまま歩いたら、一歩進むごとにすげえ音しそう……」

「っ……」

　ひどいことを耳元で囁いた仁君が、抵抗していた私の両手を一纏めに掴むと、見せつけるようにしてシーツに沈めていく。もう一方の手は再度蜜口に浅く潜り込み、指をばらばらに動かして粘性の水音を立てた。蕩けた襞を引っ掻かれる快感に身悶えながらも、私は頭の片隅で『やっぱり違う気がする』という声を聞いた。

　肌の表面を撫で、好いところを翻弄する指先。その触れ方が、いつもと違うような気がするのだ。先週まではもっと、含みのある、愛でるような手つきだった。微々たる差だけれど、仁君の心がそこに表れているのかもしれないと思うと、昂る身体とは裏腹に、頭と心はどんどんと冴えていく。

　そして何より一番の相違点は、彼が今日『好き』や『かわいい』や、それから甘ったるい褒め言葉を、ただの一度も口にしていないということだった。理性や意識すらどろどろに蕩かし、私を私でなくしてしまう、麻薬のような言葉たち。いつもは溺れて息ができなくなるほどに与えられるそれが一切注がれないとなると、なんとなく、物足りない。

「っ、おざき、くん……」

「……お前にそう呼ばれるの、久しぶりだな」

　そう呟いた唇が、やわやわと食むように口付けてくる。その感触はいつも通り優しいのに、やっぱり何かが違う。私を陶酔させて戻れなくするような快感も、多幸感もまるで感じられなくて、————うずうず、する。

「ねえ、……っこれ、わざとだよね……？」

「さあ？　何のことだ」

　仁君は私の瞼に一つキスを落とすと、隘路から指を引き抜き、もう歓待の準備を整えた蜜壺に向かって楔を掲げてみせる。そして、それは内へと分け入ってくることなく、秘所全体を擦り上げるように揺らめいた。

「ぁ、んんっ……！」

「……ッ、は、」

　掴まれたままの腕が彼のほうへと引っ張られ、膨らみが間に寄せられて柔い谷間を作った。私たちの腕が絡み合う下では、仁君の屹立がずりずりと緩慢に秘所を侵していく。外側だけを執拗に擦り上げられるこの感じにも、覚えがあった。

「う、っあ、ぁ、ッン！」

「ッく、……っは、これ俺もきついんだよな……っ」

　リズミカルに腰を打ち付けられ、その重くごつごつとした肉茎で全てを蹂躙される。甘くほぐれた淫蕩な淵も、期待と熱にじくじくと疼く浅ましい淫芽も、果てはぬるつく下生えや後穴までじっとりと掻きむしられた。まろい先端で浅瀬をほじり、中に溜まった蜜を掻き出しては、屹立に纏わせていくのが目を覆いたくなるほどに淫靡で。

「っや、ゃ、ぅう……っん、ん、やだ、なんで……っ」

「お前が俺に意地悪言うからいけないんだろ。……『大好きなのに意地張ってごめんなさい』って言うまで、許してやらない」

「っ、……！」

　絶対こうなると思った、————だから、勝負中にベッドに入るのは嫌だったのに。

　今更どうにもならない後悔と共に、私は唇を噛んだ。前にもこうやって仁君に焦らされて、彼の要求を呑む羽目になったことが何度もあった。焦らしに弱い、自分の堪え性のなさが恨めしくて仕方がない。

　仁君は厭らしい笑みをうっすらと張り付けて、責めの手を変えずに蜜口を口説いてくる。その口説き方一つ取っても、恋人になってからたまにされていたような、いい子いい子と撫でるような擦り方とは違い、『要らないのか？』などと言わんばかりの挑発的な腰使いだった。熱杭の切っ先が蜜口の淵を引っ掻けるたび、濡れそぼったものが柔らかく開く、くぱ、という音が微かに聞こえて、耳まで真っ赤に染まっていくような感覚を覚える。

　本当ならとっくに与えられているはずの快感を求め、最奥の壁がきゅんきゅんと甘ったれた啼き声を上げる。浅いところだけじゃなくて、『ここ』も熱心に擦られて、ぐしゃぐしゃにされたい。そんな欲望が、私の理性に降伏を提言するけれど、————

「ほら、春瀬。ごめんなさいは？」

「こ、……っ今回は、絶対言わないから……！」

　だって、私は間違ったことは言ってないはずだ。今回意地を張ってるのは、私ではなく仁君のほうなのだから！

「っふ、は……お前の、その強情っぷりも、久しぶりだな」

　仁君を睨みつけるようにしながら吐き捨てれば、彼の表情は愉しげに歪んだ。厭らしくひそめられた眉にどきりとする一方で、どうしても熱に浮かされ切れていない瞳が気になってしまう。

　私も仁君も、どこかこの快感にのめり込めていない、————それなのに、身体だけは一定の反応を示しているのが、なんだか居心地が悪くて、余計に思考と身体が乖離していくのだ。

　仁君も、きっと同じだろう。

「でも……っ、ふ、ほんとに要らないのか？」

「ん、ッ、ぁ、やっ……、いらな……ぁ、ン！」

「はるせの、ここ、……っ欲しいって言ってるように見える、けど、な……？」

「は、ぁあ、く……～～～っ！」

　とぷりと浅瀬に潜り込んだ先端が、襞の中でもざらりとした、私のいいところだけを軽く小突いて再び抜け出ていった。一瞬だけ与えられた、待ち望んだ刺激。脳の回路を焼き切るような鮮烈な快感に、背骨が厭らしくくねる。食い締めるものを失くした隘路が悲しげにひくつき、きゅ、きゅん、と入り口からお腹の奥に向かって波打っていく。欲しい、欲しいという声が聞こえてきそうなほどの、浅ましいさざめきだった。

　先ほどの、仁君の指で蜜壺をたっぷりほぐされたときのことを思い出す。まだ硬い襞をねっとりと指圧されて、蜜が染み出るまで広げられた。浅瀬のいいところにも、彼の楔で開発された奥にも、さっぱり触れないまま。それでもこんなにぐずぐずに蕩けてしまっているのだから、私の身体はすっかり仁君に躾けられてしまっているのだろう。

　だからこそ、こんなふうに焦らされて理性が持つかと言われれば、————答えは否で。

「は、ァ……なあ、春瀬」

「っう、く……っや、言わないから、ぁ……」

　それでも私が仁君の唆すような声音に抗えているのは、ひとえに意地の力だ。

　仁君に負けたくない、————今日だけは、絶対に。

　その『意地』が、どういう原理で働いているのかは自分でもよく分からない。もしかしたら、ただ仁君との勝負に負けたくないというわけじゃないのかもしれなかった。いつもの愛情たっぷりの愛撫ならいざ知らず、こんなふうに心まで気持ちよくなれない愛撫に負けるなんて嫌だ、————とか。

「ッぐ……、ン、言わないなら、今日は挿れてやらないけど……いいんだな？」

　重く湿った吐息が、私の柔い腹に落ちて産毛をくすぐる。緩慢に視線を向ければ、仁君はまさに獲物を見る目でこちらを見据えていた。すっと眇められた瞳。でも、そこにいつもの甘さはない。だから、私は顔を逸らすようにして何度も頷いてみせた。

「へえ……、っはは、そうこなくちゃ、な」

　は、と愉悦を織り交ぜた吐息を零し、仁君が一度腰を引く。蜜口の淵で笠の段差をぬるぬると扱いていた屹立が抜けて、勢いよくなぶられた媚肉が痙攣した。一緒に震えた太腿の間に陣取った屹立は、被せられた膜の上にべっとりと私の残滓を纏わりつかせている。柔い内腿や、敏感になっている足の付け根部分に、そのぬるつく感触が移されていくのが気持ち悪いのに、気持ちいい。

「じゃあ、今日は二人ともおあずけだ。ここをたくさん擦って……ッ、イかせてやるから、」

　お前も、太腿締めて。

　あけすけな指示を飛ばした仁君が、私の腰を抱え直す。一層強く、まるで手綱のように腕を引いて、きつく締めた太腿と潤み切った秘所の間を猛然と擦り上げ始めた。

　一往復するたび、臀部が彼の骨盤に叩かれる感覚。じんと痺れるその衝撃が、尾骶骨と骨盤を揺らして、最奥まで快楽を届けていく。本当に奥まで突き上げられてるみたいな気分なのに、内壁を擦り上げてくれるものも、最奥の壁を押し上げてくれるものもない。それに混乱した胎が、少しでも快感を拾おうと無防備に緩んでいくのを感じて、私は思わず唇を噛んだ。

　そして、————仁君がそれを見逃すはずもなくて。

「はっ、ぁ、は……ッなあ、最後に、もう一回聞くけど、」

「ァ、あっやだ、だめ、言わないで……！」

　ぐうっと折り曲げられた仁君の身体。熱く濡れた唇が耳朶に触れる。彼の片手が、私の下腹を、ぐっ、ぐ、と押し込む。たったそれだけで嬌声が一つ音階を上げて、きつく掴まれた足首が震えた。

「————本当に、ここに俺の、要らないんだよな？」

「い、……っ、ぁ、いら、ない……っ」

　要らない、と答えられたのは、たぶん奇跡だった。

　私がここまで粘るのは予想外だったのだろう。一瞬目を見開いた仁君に、微かに溜飲が下がるのが分かった。でもそれは再び始まった律動によって、すぐに掻き消され、有耶無耶に流されていってしまう。

「っとに、負けず嫌いだなお前は……！」

　吐き捨てるようなのに、どこか面白がるような響きのある台詞が、少し遠くから聞こえた。そちらへと視線を向ければ、上体を起こした仁君と一緒に、私の太腿の間から顔を覗かせる剛直までもが見えてしまって、頬が熱くなる。

「ん、んっ、ッふ、っう、おざき、く……っ」

「ッぐ、……っはるせ、悪い、もっと締めて……」

　押し付けられた怒張の、充溢した血管の筋が脈打つ。内腿の柔い肉を荒々しく摩擦するそれは、緩く隆起した私の秘芯をぐぐっと押し、硬い笠の淵でめちゃくちゃに引っ掻いていく。きつく寄せている太腿が震え、半分浮いたようになっている腰が大きく跳ね上がる。果てには至れそうなのに、どうにももどかしくて物足りない感覚。それが少しずつ、少しずつ形になって、一つの大きな快感に成っていって、————

「ぁ、ぐ……ッ出る……！」

　ひときわ大きく胴震いした彼の昂りが、絶頂感を受け止めてくれる行き止まりを探すようにして、花唇の内側に潜り込んだ。そして散々擦られ、無防備な中身を剥き出しにした淫芽を、ぐり、ときつく押し潰す。

「ッあ、ゃ、ああ、ぁッ……～～～！」

　瞬間、燃えるような熱さが全身を包んだ。

　ぎゅう、と太腿を締めて、膝を擦り合わせ、脳天まで貫く法悦を甘く噛みしめる。ぐ、ぐっと全てを出し切るように揺らめいた彼の腰が、昇りつめたばかりの秘所を宥めるように撫でて。刺激を貰えなかった媚肉と奥は、悲しげにきゅうきゅうとひくついて、重い愛液の固まりを会陰へと垂らした。

　きちんとイッたはずなのに、私の身体からはさっぱり火照りが引いていかない。まだ熱の塊をお腹の奥に飼ったまま、狂おしいほどの渇望感に苛まれる。欲深さが溶け出した呼気が、仁君の唇へと吸い込まれていく。

「は……ちゅ、っ、ん、春瀬もイけたな……」

　仁君が私の額に浮かんだ汗を優しく拭い、目を眇める。

　こちらを覗き込む彼の瞳はどこか理性的で、あの蕩けるような色はどこにも浮かんでいなかった。
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　私たちが勝負を始めてから、約二週間が経過した。

　経過はしたが進展も後退もなく、私たちの関係は二週間前のあの日からちっとも変わらないままだった。平行線を辿るこの勝負に、私のほうはすっかり調子を崩してしまっていて。

「……この新卒評価シート、昨日までだっけ？」

「はい……あの、すみません。自分がきちんと確認していれば……」

「ううん、ごめん。忘れてた私がどう考えても悪いから。……今書いちゃうからちょっと待っててくれる？」

「もちろん」

　人好きのする笑顔で了承してくれた古谷君に罪悪感を覚えながら、私は急いでペンを手に取った。新卒評価シートは、古谷君と一緒に仕事をした際の評価や、気付いたことを書き込むためのもので、トレーナーとして彼を見ている私が任されている仕事の一つだった。元々書くことはぼんやりと考えてあったから、あとはそれを纏めるだけだ。

　私の調子の狂いは、日常生活のみならず、こうして仕事にまで影響を及ぼしていた。日常生活のほうは、あの日溜め込まされた快感が未だに抜けなくてもどかしいとか、仁君との接触が減ったストレスで寝付きが悪いとか、そんなようなものだ。日常生活のほうは自分だけのことなのでまだいいとしても、仕事の調子が落ちているのは本当にまずい。会社は仕事をする場所、なんて言ってこのざまなのが、情けなくて仕方がなかった。これでは仁君のことを言える立場にない。

　————私はどうやら恋人になってからの三ヶ月で、かなり仁君の愛に慣らされてしまっていたらしい。

「はあ……」

　枠に評価を書き込み、自由欄に文章を連ねていく。その傍らで、どうしても仁君のことが頭にちらついてしまう。思わずちらりと視線を向けると、彼は至って普通の顔で周囲の女子社員たちに応対をしていた。

「ねえ尾崎先輩、高校の卒業アルバムまだ持ってきてくれてないんですか？　木き村むらさんだけ見たなんてずるいです！」

「あれは社報で必要な写真のために持ってきただけだし、広報の奴らは大体見たからな？あと今仕事中だろ。早くデスク戻れ」

「え～じゃあ今度うちのバスケチームに助っ人来たときに持ってきてくださいね！　絶対ですから！」

「すみません尾崎さん、この書類なんですけど……ここがちょっと分からなくて。教えていただきたいんですけど、お時間いいですか？」

「その書類なら俺じゃなくて三み村むらさんに聞いたほうがいいと思うけど」

「ねえ尾崎君、今日の夜って予定ある？　同期で飲みに行こって話になってるんだけど……あ、角かく田たとかも来るよ」

「何で角田？　悪いけど、今日はちょっと予定あるんだ」

「えー残念。また今度絶対飲み行こうね」

「はいはい、予定が合えばな」

　手に力が入って、握ったままだったペンが哀れな悲鳴を上げて軋んだ。

　————仁君の卒業アルバムもバスケも、彼女の私だって見たことないんだけど！

「はあ……」

　仁君が私に構わなくなっていることに、目ざとい彼女たちはすぐに気が付いたのだろう。二週間前から、彼は女子社員に囲まれることが格段に増えていた。正直、付き合う前よりすごいぐらいだ。彼が人気なのは知っていたけれど、甘い対応をされていた頃は、他の子が寄り付く暇もないぐらいだったから、————この感覚を、すっかり忘れてしまっていた。

　じりじりと焦げ付くような、心臓が炙られるような感覚。胸を掻きむしって内側をずたずたにしたくなるほどの、不快感と焦燥感。

　この感情の名前は、嫉妬だ。

「……」

　ばれないように振る舞おうと言い出したのは私だし、彼女たちが仁君にまとわりつく隙を与えてしまったのも、また私だ。でも、我が儘だという自覚はあるけれど、————やっぱり、仁君が他の人にアプローチをかけられてるところを見るのは、辛い。

　自分の中にこういった種類の感情が存在していたのかと思うと、少しだけ不思議な感じがする。私は元々、どちらかといえば恋人に対してドライなタイプで、学生時代に付き合った彼が女の子とべたべたしていても、何とも思っていなかった。それが、仁君相手になるとどうにも我慢できないのだ。

　私のパフォーマンスが下がっている一番の要因は、この嫉妬と、それから派生する苦しみだった。飲み会や食事の誘いは、彼自身が断ってくれているものの、私の目の前で繰り広げられている以外の誘いに関しては分からない。金曜日以外の日、仁君が足早に会社を出ていくところを何度も見ているけれど、連れ立って出ていった女の子はいなかった。

　このままの状態が続くのは、明らかに精神衛生に悪い。かといって、ここで諦めて仁君に負けるのも嫌だ。付き合うときに負けてしまった分、そして自分の主張を信じている分、今回はどうしても負けたくなかった。

「……どうしたらいいんだろう」

「自分の評価、そんなに困るところありました……？」

「えっ……あ、ううん。ごめん、こっちの話……」

　とんとん、とペン先でシートの余白をつつく。

　仁君に負けない方法。仁君に負けないで、————勝つ方法。

「あ、」

　この勝負には、私の勝ち筋が用意されていない。

　ようやく思い至った理不尽さに、私の手はぴたりと止まり、ペン先が円を描くように宙を彷徨った。仁君は私に『ごめんなさい』と言わせれば勝ちだけれど、私のほうはずっと耐え続けて、仁君が勝負をやめてくれるまで待つぐらいのことしかできない。

　仁君が諦めるまで、ずっと耐えていれば負けない。けれど、それじゃ勝ちにもならないだろう。

　それなら、————

「……仁君が我慢できなくなる状況に持ち込めばいいのかも」

　要は、仁君がいつも私にやることと同じだ。

　彼を焦らして、辛抱堪らなくさせて、————仁君のほうから『大好きなのに意地悪してごめんなさい』と言わせるのだ。

　静かな決意が身体に満ちていくのを感じながら、私は改めてペンを強く握りしめる。勝ち筋が見えた高揚と興奮が、心臓をひどくうずつかせるのが分かった。

　決行は今週の金曜日。仁君が私にひれ伏す瞬間が、今から楽しみだ。

「は、春瀬さん、大丈夫ですか？」

「大丈夫。……よし、お待たせ。じゃあ会議室に行こうか」

　最後の行を勢いよく書き上げ、シートを持って立ち上がる。椅子ががたんと大きな音を立てたせいか、女子社員に囲まれたままだった仁君の視線が、こちらへと滑ってきて。

　私はその視線を引き剥がすように、踵を返してみせた。






３　三回戦は策略を凝らして








　いつも通りの、金曜日の夜七時過ぎ。

　会社から少し離れたカフェで仁君と落ち合った私は、開口一番にこう告げた。

「今日は居酒屋に行きたいんだけど」

「居酒屋？　……いいけど、酒飲むのか？」

　ビールは一杯で限界で、甘いカクテルだって然程飲めないはずの私からの提案に、仁君はひどく怪訝そうな顔をしてみせる。ライバル時代を含めた、この決して短くない付き合いの中で、私が『お酒を飲みたい』と宣言するのが初めてだったからだろう。実際、今も別にお酒を飲みたいとは思っていない。ただ、今日これから決行することの内容を思うと、多少お酒で気を大きくしておいたほうがいいような気がしただけだった。

　レストランに行くことも考えたけれど、いつも行くようなイタリアン系のレストランだと、お酒はワインが主流だから、私の下戸ぶりを考えると適当な居酒屋にでも入ったほうがまだましだろう。

「私がお酒飲みたいって言ったらおかしい？」

「いや、おかしくはないけどな。珍しいだろ」

「そういう気分のときもあるの！　誰かさんのせいでね」

「はは」

「はは、じゃないでしょ！」

　飲み干したカップをゴミ箱に押し込んだ仁君が、私の荷物をさりげなく持ち上げてカフェを出る。駅の方面に向かっているところを見ると、繁華街の辺りでお店を探すつもりなのだろう。小走りで追いかけて隣に並べば、ふわりと品のいい香水が鼻先をくすぐった。いつも通りの香りが少し懐かしく感じて、私は思わず、半歩分だけ彼のほうへと立ち位置を寄せる。高い位置にある仁君の目が、ちらりと私を捉えて、微かに緩んだ。

「……」

「……なあに？」

「お前のそういう顔、久しぶりに見た気がするなと思って」

「そういう顔って……」

「会社じゃ見せない、気の抜けた緩い顔」

　緩められた瞳の端に、じんわりと甘さが滲む。ここ三週間ほど見られなかったその甘さが、心臓の輪郭をなぞった。

　————仁君も、今の距離を寂しいとか、辛いとか、思ってくれてるのかな。

　しみじみとした声音にはどこか懐古や渇望が織り交ぜられていたような気がして、そんな考えが思考容量をいっぱいに満たす。嫉妬でざらついた気持ちがほんの少し慰められるような感覚。でも、欲張りで我が儘な私は一刻も早く勝負に決着をつけて、もう一度元の距離感に戻らないと、————彼の愛をもう一度確かに実感しないと、きっと心の底からは安心できないのだろうと思った。

　仁君のことが、すごくすごく、好きだから。

「仁君のそういう顔も、すごく久しぶりに見た気がする」

「……そうか？　じゃあいつもはどんな顔してる？」

「怖い顔っていうか……素っ気ない顔ね」

「怖いなら降参したらどうだ？　それで全部元通りだけど」

　繁華街のちかちかとしたライトに照らされた仁君のかんばせが、私を試すようなニュアンスの笑みを口の端に引っ掛ける。二重の意味で眩いそれに私はちょっぴり微笑み返して、「絶対しない！」と挑発を返すのだ。

　全ては、今夜にかかっている。
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「おい……なあ未希、大丈夫か？」

「ん……だいじょうぶ、」

　ふわふわと覚束ない思考を飛び越えて、仁君の声音が脳に染み込んでくる。前、会社の飲み会で気絶寸前まで行ったときよりはかなりましだ。とろりとした酒精に飲まれて瞬きがひどく緩慢になって、呂律が少し怪しいだけ。

　瞼を持ち上げれば、私のすぐそばに仁君がいる。未希、と呼んでもらえたのは、きっと私の頭がぐらぐらしているからだろう。声音に滲んだ微かな呆れと心配と、それから彼にも作用しているであろう酒精が、戒めを解かせたのかもしれないなと思った。

「懐かしいね、このホテル。三ヶ月ぶりじゃない？」

「はいはい、そうだな……ほら、いいから座れって。足元危ないだろ」

「わっ」

　とん、と肩を下向きに押されて着地したのは、ぱりっと糊のきいた、真っ白で愛想のないシーツの上。見慣れてしまったセミダブルベッドは、私と仁君があの勝負中に何度もお世話になったものと全く同じだった。

　カシスオレンジが一杯に、モヒートが二杯。ちょうどいい塩梅で取り入れたアルコールが、狙い通りに私の心と頭を融かしている。このビジネスホテルにお世話になるのは予定外だったけれど、一刻も早く『決行』したい私としては、むしろ好都合だった。

　今なら何でもできてしまうような気がして、少しリップの剥げた唇がゆるゆると笑みを形作った。それに気付いたのか、買い込んできた水を渡そうとしていた仁君が、私の名前を呼ぶ、————

「じんくん、」

　私は彼の肩を掴むと、そのまま身体の上に乗り上げるようにしてベッドへと押し倒した。

　仁君の足が何かを蹴り上げたのか、どこかで何かがひっくり返ったような音がする。それを無視して私は彼の腰に巻き付いていたベルトのバックルへと手を伸ばした。何が起こったのか分からなかったのか、眉をひそめながら肘をついた仁君が、しゅる、と抜き取られていく自分のベルトを見て目を丸くする。

「ッ、は？　おい未希、何して……」

「何って……分かるでしょ」

　たたせようとしてるの。

　アルコールの気配で回らない舌が、たどたどしく白状する。舌とは対照的に滑らかに動く指先は、仁君の頭が再起動を終える前にスラックスのチャックを下ろし、ネイビーのボクサーパンツの表面を撫でさすり始めていた。まだ少しも兆していないそれが、くすぐるように爪で優しく引っ掻いた途端に、ぴくんと小さな反応を返してくれる。

「っ……いや、だから……何でそんなことしてんだって意味だよ」

「負けたくないから、仁君に負けてもらおうかと思って……」

　私は片手では生地の上を優しく撫で、もう一方の手ではぐいぐいとスラックスを引っ張って脱がそうとしながら、先日考えた私の勝ち筋について説明した。仁君を焦らして、辛抱堪らなくさせて、————仁君のほうから『大好きなのに意地悪してごめんなさい』と言わせる。いつもやられていることを、今日は私が仕掛けるのだ。

「だから……今日、絶対に『大好きなのに意地悪してごめんなさい』って言わせてみせるから」

「……へえ？」

　つい、と持ち上がった仁君の片眉。面白そうな顔を作った彼は、スラックスを押さえていた手をぱっと放し、ベッドのヘッドボード付近まで後退する。そして枕やクッションの塊に背を預けて、私に全てを委ねるように足も緩く開いてみせた。いつかと被って見える光景の中で、彼は余裕ぶった声音で私を促す。

「分かった。好きにしていいぞ」

「……そんなこと言って、後悔しないでね」

　いつかと同じ台詞を、にっこりと笑いながら口にした。あのときは責めているのは私なのに、仁君にイニシアチブを握られているような状態で、それが悔しくて、苦し紛れに吐き出した台詞だった。でも、あれからもう三ヶ月経っているのだ。この三ヶ月の間に何度も彼のものに触れる機会はあったし、このために新しい技だって覚えてきている。

　あのときの私とは、経験値も覚悟も何もかもが違う。

「じゃあ、これも脱がしちゃうから、腰浮かせて……？」

「ああ」

　パンツのゴム部分を摘まんで放すと、肌と触れ合ったそれがぱちんと音を立てた。私の悪戯に柔く表情を緩めた仁君が、自分でそれを足から抜き取っていく。私はそれを眺めながら、彼の腹筋の辺りをするするとなぞった。爪を軽く立てて、臍へ、そしてさらに下生えの手前に向かって撫で下ろす。内側にある快感の芽を、全て下腹部へ集めるかのように。膝のほうから内腿を辿って足の付け根へと撫で上げたり、臍のすぐ下辺りを唇で優しく食んで、軽くキスをしてあげたりもしながら、じわじわと仁君の性感を高めていく。

　剥き出しにされているそれは、まだ昂りと呼ぶには大人しいものの、私が根本へと手をかけるころには緩やかに膨らみ、微かな芯を持ち始めていた。

　膝でシーツを蹴り、屹立の近くへと顔を寄せる。たっぷりと濡らした舌を見せつけるように差し出して、髪を耳へとかけながらゆっくりと頭を下げていった。

「っ……」

「ん、」

　じんわりと熱を内包する、輪郭を持ち始めた屹立。指では根本を支えながらやわやわと擦り、柔らかな舌で下から上へと裏筋を舐めていく。素直に舐め上げる動きだけではなく、根本だけにちゅ、ちゅ、と吸い付いてみたり、中ほどだけをじっくりと舌先でなぞってみたり、上のほうだけをアイスクリームを舐め取るように、丁寧にくすぐってあげたり。前よりはいくらかバリエーションの出た動きに、頭上から溜息が降ってきた。伏せていた目を上げてみれば、燃えるように熱い黒の双眸が、私の愛撫の全てをつぶさに見つめていて。

「っは、ぁ……未希、上手くなってるな」

「ん……、ふふ、」

　アルコールの力は、未だに私の中にしっかりと残っていた。いつもならちょっと恥ずかしいような愛撫の仕方だって、今ならやってみようかなと思えてしまう。

　仁君の評価に目を細めるように笑んで、たら、と舌先から雫を垂らす。少しずつ育てられていた幹にそれが伝っていく感触に、仁君が一瞬息を詰める。濡れた筋を温めるように吐息を当てれば、目の前で刀身に確かな芯が通り、見慣れた逞しいシルエットにどんどんと近付いていく。先ほどまでよりも大胆に全体を念入りに舐めてあげると、みっしりと詰まった幹が、舌先をきつく押し返すほどに硬く、痺れるような熱を持ち始めて。

「ふぁ……っ、ん、おっきくなって……ン、指回らないね……？」

「く、ッ……ぅ、は、未希、……っあ、そこ、」

「ここ？　っちゅ、は……ぁ、ん……」

「ッあ、おい待て……っその、舐め方、っ……やばい、って」

　生々しく上下する喉仏と、一刷毛赤く染まった眦。零れる呼気が熱と欲を纏ってじっとりと濡れ始めるのを感じながら、自分の心臓が痛いぐらいに鼓動を速めていく音を聞いた。しっかりと勃ち上がり、天を仰ぐ剛直からは私を酩酊させる芳しい香りがする。汗と、微かに感じる香水も混じって、脳髄をぐしゃぐしゃに掻き乱されてしまう、気分。

　愛おしいものにそうするように、ゆっくりと唇を押し当てるキスを繰り返しながら、いよいよ仁君の弱点である、張り出した笠の段差や、まろい先端への愛撫に取り掛かる。きゅ、とくびれた段差と裏筋の交差点を舌で何度も舐めながら、上唇で丸みを帯びたラインをほんのりとなぞる。先端で開いた小さな穴が、空気を求めるようにはくはくと開閉するたび、しっとりと濡れた裏筋を慰める親指の腹に、肉茎の雄々しい脈動が伝わってきた。鈴口からは、いよいよ熱い淫液が染みて、玉のように盛り上がっては垂れ落ちていく。

「じん、くん……ん、気持ちいい？」

「ああ……、未希も、目、溶けてんな……」

「ん……おいしい、から」

「ッ、……！」

　仁君がよく言うような、あけすけで淫猥な感想をとろりと笑みながら囁けば、手の中の屹立は胴震いしたのちに硬く張り詰め、私がいつも見ているそれと同じぐらいの大きさまで膨れ上がった。彼の視線が露骨な劣情を帯び、私の濡れ光る唇をじっとりと辿ってみせる。今にもこちらに飛び掛かってきそうなほどの、ぎらついた獰猛な光を浮かべた瞳は、そのまま私と視線を絡ませて。

「未希、……なあ」

「だめ。ちょっと、待ってて……」

　心臓の音が、耳の奥でうるさい。

　重石になるように彼の太腿の上に座り込みながら、私は肺の中に溜まった熱っぽい二酸化炭素を全て吐き出し、上下する胸の上から、シャツのボタンを外し始めた。絡んでいた視線が私の手元へと吸い寄せられ、仁君は私のじれったいほど緩慢なストリップを見守ってくれる。前に付けたときに、彼の反応がいつもより良かった白いレースの下着が露わになると、仁君の手がこっそりと伸びてきた。

「だめ、って言ったでしょ」

「……っ、はー……目ざといな」

　手を軽く叩き落とせば、仁君がどこか困ったふうに笑う。呼気からいつもの余裕が剥がれているのと、語尾がほんのりと掠れているのが彼の興奮を表しているかのように思えて、視覚と触覚で炙るように煽られた私の身体が、また体温を上げてしまった。ぞくん、と浮いた腰の奥に、快感の種を植え付けられる。この格好いい私の恋人が、私の痴態に滾っているのをまざまざと思い知らされる、感覚。

　震える吐息を深く吐いた。下着を両方外して、一糸纏わぬ姿になる。仁君も自分で残っていたシャツを脱ぎ捨てたおかげで、ついに二人とも裸になってしまう。素肌で感じる互いの熱に促されて、加速度的に高揚していく身体はもはや止められそうもなかった。

「それで、こっからどうしてくれるって……？」

　汗で額に張り付いた髪を指先で払ってくれた仁君が、ちらりと自分の屹立を見下ろす。ほとんど育ち切ったそれは、それでもまだ果てるまでにはもう少し余裕がありそうだった。これなら、覚えてきた新しい愛撫が無駄にならなくて済みそうだ。

　酒精というよりも、熱気と濃密な香りに酔いながら、もう一度昂りの上へと水分を足す。

　私が散々舐めしゃぶったのと、自身で溢れさせた淫液のせいで、びっしょりと濡れたそれを、————下から持ち上げた膨らみの合間に、ゆったりと挟み込んだ。

「は、」

「こう、するの」

「っ……ば、か、お前な、こんなことして、」

　一瞬、仁君の目に理性が戻るものの、そのまま私が両手で膨らみを寄せれば、制止の言葉ではなく奥歯を噛みしめるような声が漏れた。唸るようなそれにひそやかに笑った私は、屹立の先端を舐めながら手と膨らみを動かしていく。身体中で一番柔い場所に包まれた幹が、下から上へと震えるのが分かって、熱源が先端のほうまで昇ってきているのを確かに感じた。

「いや、ほんと……お前さ」

「後悔しないでね、って言ったの聞いてなかった……？」

「聞いてたけど、お前がこんなことするとは思わない、だろ……」

　男らしくひそめられた眉が、眉間に深い皺を刻む。ぐっと眇められた目のラインすら私の高揚と精神的な快感を煽るための材料でしかない。「動くからね」と前置いてから、私は下から膨らみを揉み上げ、柔い肉を怒張へと押し付けた。下から上へ、気持ちいいものが正しく、たくさん、流れるように。出口となる先端はそっと咥内へ迎え入れてあげて、瞬きごとに昂りを増していくそれを、あやすように慰める。

「っう、ァ、これやっば……」

「んっ、ん、ふ……っれ、る……っふふ、ぐちゃぐちゃだね、仁君……」

「ハ、……それ、お前が一生懸命舐めてくれたからだろ……」

　掠れた声音が、私の献身を褒めるように響く。こちらに手を伸ばしてきた仁君は、こめかみの辺りから指を差し入れて、私の地肌を丁寧に撫でた。

「はぁ、……ッくそ、いちいち光景がやらしいな……」

　見てるだけでやばい、と呻いた仁君の怒張は、今やとぷとぷと噴水のように溢れ出る汁を纏い、私の膨らみの間で猛々しいシルエットを描いていた。鋼のように硬いそれに、まろい膨らみが纏わりついて、甲斐甲斐しく揉みしだく。谷間にできた泥濘がひどい音を立てるけれど、その中で震える屹立があんまりにも気持ちよさそうだから、きっとこれで間違っていないのだろう。

　————それに、私もちょっと、気持ちいいし。

　硬くごつごつとした剛直にとっては、膨らみの柔い肉の形を変えるぐらいのことは簡単だ。ぎゅう、と両手で互い違いに胸全体を動かすと、膨らみの中心に通る芯を、その剛直にごりごりと重く引っ掻かれるような感覚がする。それが、仁君の手で少し荒々しく揉まれているときのことを思い出させて、痺れるような電流がうなじから尾骶骨へ真っ直ぐに駆け下りていく。甘く疼く尾骶骨が揺れて、気付けば、跨いでいた彼の脛辺りに自分の秘所を擦りつけてしまっていた。

「ぁ、っは、ぅんん……っ、ぁ、」

「ッふー……っ、ふー、は、ッ未希、何してんだ……？」

　仁君は、私が何をしているか分かっている。でも、きっと言わせたいのだ。

　ぼんやりとした頭が揺れるたびに、シェイクされてさらにアルコールと快楽の酩酊感を攪拌される。いつの間にかぐしゃぐしゃに潤んでいた花唇の奥が、骨ばった膝に押し潰され、何もかも一緒くたにきつく抉られていった。この状況への昂りが、彼の足を汚す蜜の粘度に表れているような気がして恥ずかしいのに、今の私にとってはただの快感のスパイスで。

「ン、っぁ、あ……、ゃ、自分で、仁君の膝で……っ」

「そう、だな……、っはは、すげえ興奮する……」

　自分の行為の卑猥さを告白しながら、それでもゆるゆると腰を動かし続ける。気持ちいいのは淫芽を骨ばった脛の硬い部分で捏ね回すやり方だったけれど、このあとのことを考えれば、蜜口も適度に刺激しておいたほうがいい。角の部分で疼く浅瀬をほじるように刺激しながら、私はより一層熱心に彼の屹立を膨らみで愛撫した。膨らみで包み切れない先端も、唇で優しく、ちゅ、ちゅう、と吸い上げると、そのたびに仁君の腹筋が隆起するのが、嬉しくて、どきどきして、————興奮、する。

　仁君も、申告通りこの上なく昂っているのだろう。胸に埋まる肉茎は太い血管の一筋一筋までしっかり充溢させ、その熱で私の肌を甘く灼いている。ただでさえ獰猛だった視線がさらに苛烈さを増して、私が嬌声を上げるたびに、吐き出される息と一緒に理性が失われていっているように見えた。瞳が『挿れたい』『入りたい』と訴えかけてくるのが分かってしまって、私の瞳もどんどん蕩けて目の端が潤んでいく。あのかっこつけの仁君が、隠しきれないほどの獣欲を私に向けている、————それだけでぞくぞくして、奥がきゅんきゅんと戦慄いて、堪らなく気持ちよくなってしまう。

　それから、五分ほどたっぷりと双方の身体を高めたところで、私はゆっくりと身体を起こした。手をどければ膨らみがふわりと左右に割れて、間に白くねっとりとしたアーチが何本も架かる。その光景に仁君が呻くのに小さく笑いながら、私は最後にひどく濡れた昂り全体を啜るように吸った。

「ぁ、く、……ぅ、……！」

「っん、は、きれいになった……」

「ッ……！　未希、お前もう喋るな……」

　噛みしめた歯の奥から絞り出すように言った仁君は、ぎりぎりまで高められた性感と重く腫れた怒張を持て余し、荒い息を惜しげもなく吐き出している。

　間違いなく、仁君は今までで一番に焦れていた。今すぐ私の中に突き立てて、めちゃくちゃに擦り上げたいという欲望を、私へと向けてくる瞳に、私の腕を掴む指先に、いつの間にか上下に揺らされていた膝に、たっぷりとまぶしている。私は仁君の意志で揺らされている膝に、凝った淫芽を擦られ、あえかな悲鳴を零しながら何とか膝立ちの体勢を作った。カバンに放り込んでいた仁君サイズのゴムを取り出して、散々可愛がったものへと丁寧に被せていく。

　真下には、天を衝く格好の屹立。微かに腰を沈めれば、びくびくと跳ねる切っ先が私の泥濘に触れた。膝にぐしゃぐしゃに擦られてほろりと口を開けたそこは、まろい笠に甘えるように吸い付いて、仁君を淫らに誘惑する。

　それでも、私は腰を落とさなかった。触れては離れてを繰り返し、たまに前後に揺さぶって、秘裂のラインを彼の先端になぞらせて。焦らすように、何度も何度もその動きを繰り返す。最初はまだ双眸が熱っぽいだけで済んでいた仁君が、やがて強請るように呻いた。

「う、……っ、未希、な、早く……」

「挿れないよ……？」

「は、」

「ン、仁君が、さっきの……『大好きなのに意地悪してごめんなさい』って言うまでは、挿れさせて、あげない」

　にんまりと唇の端を吊り上げて、思いつく限りの妖艶な表情を作る。きっと仁君は、私がこう宣言したことを尊重して、無理やり挿れたりはしないだろう。だって私たちがしているのは、そういう『勝負』なのだから。

　彼の昂りをたくさん虐めて、限界まで育てて、焦らす、————これらが、私にできる精一杯の挑発の全て。

　仁君は私の言葉に一瞬虚を突かれたように目を見開くと、次いでそのかんばせからじわじわと余裕の残滓を削ぎ落としていく。

「誘惑ってそういうことかよ……」

　は、と吐き捨てるような息。再び喉仏が上下して、彼が何もかもを呑み込んで自制しようと苦慮しているのが見て取れる。焦がれる視線も、期待に温度を上げる剛直の健気さも、仁君が私をどれだけ求めてくれているかの証明のような気がして、快楽とは別の部分で心が満たされていった。

　でも、ここで仁君が降参してくれなければ意味がない。私は上ずった声音で甘く仁君の名前を呼びながら、裏筋を花唇のあわいに擦りつけてやわやわと締め付けるようにしてみせた。先端が蜜口の淵に引っかかって、僅かに内側の温かな泉に沈んでいこうとすると、仁君が反射のように腰を突き上げようとするのが、彼らしくなくて堪らない。

「ん、ン、っは、ねえ、仁君……どうするの？」

「ッ、……は、クソ……！」

　————限界まで引き延ばされた糸が、ぷつんと切れた音を確かに聞いた。

　焦れたように甘い悪態をついた仁君が、勢いよく手を伸ばす。その先は私の腕や腰ではなく、自身の逞しい幹部分で。

「え、」

「お前がこの前我慢できたのに、ここで俺ができなかったら……ッやっぱ、格好悪いだろ」

　強がるように歪められた唇が、低く掠れた声音を私に伝えてくれた。彼のこめかみから垂れた汗が輪郭のラインを辿り、顎から鎖骨へと流れ落ちていく。

　自身を掴んだ仁君は、そのままの位置で猛然と手を動かし始めていた。無遠慮に、荒々しく扱き上げられていくそれは、ストロークのたびに激しく揺れて、私の蜜裂や花芽を殴打する。

　自分の作戦が上手くいかなかったことを悟るよりも早く、その快感に絡めとられた頭が、ほんの少し腰を沈めるように指示を出した。怒張の先端がより深く私の秘所へ押し当てられて、仁君のぎらついた目が完全に据わる。とろとろで淫蕩な表情も、濡れた口周りも、べったりと汚れたままの胸元と内腿も、じっくりと一つずつ鑑賞されて、思わずぞくんと身体を震わせてしまう。痺れ、溶ける感覚が身体の芯を蝕んで、後戻りできない絶頂への道へと私を突き落とした。

「ぁ、あ……っ、仁く、」

「っ、く……な、キスだけ、させてくれ」

　頼む、と唇だけで懇願を表した仁君に、きゅうう、と心臓が甘く締め付けられた。キスのおねだりなんて、そんなもの、叶えないでいられるはずがない。

　私は懇願に誘われ、膨らみを彼の胸板に押し付けるようにして身体を倒した。屹立の先端が淫芽を押し潰せる程度の距離だけを残して腰を上げれば、彼が雄くさい笑みを零す。

「……いじわる、」

「いつもの仁君のほうが、いじわるでしょ」

　そっと、いっそ神聖なものに触れるかのような緩慢さで唇を重ねる。幼気で子どもじみたキス。それなのに下半身は卑猥な水音を立てて、淫靡すぎる触れ合いを行っているのだと思うと、余計に煽られるような気がした。互いの咥内でくぐもった声音が反響する中、その水音が一層大きくなって、淫芽に圧し掛かる怒張の気配が膨れ上がる。疼きを溜め込んだ先端同士が触れ合い、ひときわ大きな脈動に襲われて、————

「グ、ぁ、……ッう……！」

「ふ、っン、んん、ぅ～～～……っ！」

　ひときわ荒い呼気が私の喉奥を灼いた瞬間、彼の昂りが秘芯の根本に向かって、煮え滾る奔流を迸らせた。膜越しとは言え、はっきりと分かるほどの衝撃と熱に、飲み下しきれないほどの悦楽が身体を貫いて。

　果ててしまったのだと気付いたときには、私はぺったりと仁君の上に倒れ伏していて、じくじくと熱を放つ身体を持て余したまま、意識を飛ばしかけていた。心地よい疲労感と、微かな倦怠感。体温が上がったせいか、残っていたアルコールが再び身体中を巡るのが分かって、このまま何も考えずに眠ってしまいたくなる。

「はー……っ、ぁ、未希……？」

「ん……」

「……嘘だろ、ここで寝るのかよ」

　まだ寝てない、————そう返したはずの声は空気にしか成らず、私の意志表示は仁君に届かない。まだ硬度を保った熱い杭が私の内腿を押し上げているし、彼の身体もそれに負けず劣らず火照っている。取り残されたと思ったらしい仁君は、ひどく深い溜息をつくと、内緒話でもするかのような声で、囁いてみせた。

「意地悪なのはお前だろ。……本当に、ずっと負けてんだよ。こっちは」

　聞いた端から、彼の言葉は脳みそを通り抜けてどこかへ霧散していく。背骨の上を手のひらが撫でてくれる感触。未だに震える腰骨を宥めるように擦られながら、余韻の中で一人揺蕩う。もうこれ以上意識の形を保っていられなくて、私は最後の力を振り絞り、仁君に縋り付く腕の力を少しだけ強めた。

「だからこそ、でろでろに甘やかしてたのに……何で張り合うんだろうな」

　————未希だって、俺に甘やかされんの好きなくせに。









４　四回戦はあなたと一緒に








　とんでもないことをしてしまった気がする、————そんなふうに先週の金曜日のことを思い返した私は、親指の付け根の辺りに額を預けて、デスクの天板に向かって細く息を吐いた。

　実のところ、途中から微妙に記憶が曖昧で、自分が具体的にどんなことをして、どんなことを言ったのかは覚えていないのだ。覚えているのは、結局仁君の維持を突き崩すことができなかったということぐらい。ただ、あの翌日は目が覚めたら仁君に家まで送られて、それ以来、今日に至るまで一度も仁君と話せていないのが、どうしても心に引っかかっていた。

　話していないどころか、今日に至っては目すらもろくに合っていない。これは由々しき事態だ。昨日も定時後に話しかけようとしたのに、気付けば一瞬で会社を出てしまっていたし、————今日は金曜日だし、ちゃんと話せるといいんだけど。

　もう一つの溜息がキーボードの上に転がると同時に、終業時間を示すチャイムが鳴り響いた。私はキリ良く終わった仕事を簡単にチェックして、傍らでパソコンにかじりついていた古谷君に声をかける。

「古谷君、どう？　何とかなった？」

「はい……何とか。すみません、春瀬さんにまでフォロー頼んじゃって……」

「いいの。私も新人のうちは色んな人に助けてもらったし……それに古谷君はリカバリーも早いから、次からはきっと大丈夫」

　にっこりと微笑んでみせれば、古谷君もようやく表情を緩めてくれた。笑うとちょっと幼くなるんだな、なんて詮無いことを考えながら、私はディスプレイ上のメモに残る自分の分のタスクを、明日以降の自分へと振り分けていく。結局、今日は古谷君のフォローでほとんど潰れてしまったのだ。急ぎの仕事というわけでもないし、構わないのだけれど。

　ただ今月は営業先も特に動きがなく、私自身の仕事の調子が下がっていることもあって、営業成績では仁君に負けてしまいそうな気がする。発表は来週だというのに、どうにも気分が上がらない。

「春瀬さん、もう上がりますか？」

「そうするつもりだけど……何かあった？」

「いや、フォローのお礼にコーヒーでも奢らせてもらおうかなと思って……外の自販機で申し訳ないんですけど」

「ありがとう。じゃあごちそうになろうかな」

　古谷君に続いて席を立つ。ちらりと確認した仁君のデスクには、まだ彼の背中があった。

　それを横目に、カフェスペースに設置された自動販売機の前に辿り着く。古谷君が「いつもこれ飲んでますよね」と渡してくれたのは、仁君がよく飲んでいる缶コーヒーだった。確かに、目に留まると『ああ仁君が飲んでるやつだ』と思って、ついつい手に取っていたかもしれない。こんなところまで染められてしまっていることに今更気付いて、胸の奥がことりと音を立てる。

　仁君が、好きだ。もう『どこが好き』なんていちいち挙げられないほどに。コーヒーの銘柄一つとっても愛おしいと思えてしまうほどに、好きなのだ。そんな仁君と、勝負のためとはいえ、こうして話せないのはやっぱり辛い、————なら、私が負けを認めてしまえば、全て丸く収まるだろうか。

　らしくない、後ろ向きな考えが浮上する中、隣で同じ味のコーヒーに口をつけた古谷君が、どこか落ち着かない様子で私を覗き込んだ。

「あの……春瀬さんって、恋人いらっしゃるんですか」

「え？　あ、ああー……」

　どうしよう、なんて答えたらいいんだろう。

　思いがけない質問で反応が遅れた分で、一拍。そして直前までらしくないことで頭がいっぱいだったから、二拍。そして仁君の名前を出すわけにはいかないので、三拍。たっぷり三拍分の時間を空けてしまったせいで、私の返事はうやむやになって空気に溶けてしまった。

　今から素知らぬ顔で『いる』とも『いない』とも言いにくい、何かありますと言わんばかりの微妙な反応。それをどうとったのかは分からないものの、古谷君が何かを決めたかのように唇を引き結ぶ。そして、コーヒーを握ったままの私の手を、そっと包み込んで。

「俺、実は春瀬さんのこと、————」

「未希」

　彼の言葉を掻き消すように、一番聞き慣れた、心地よい低音が私の名前を紡いだ。

　ぱっとそちらを向けば、こちらに真っ直ぐ歩いてきた仁君が、ちょうど私の横に並ぶ。ひったくるように私の手を奪った。名前で呼ばないで、と言わなければならないと頭では分かっているのに、喉は上手くそれを音にできないまま、で。

「この間の件で話したいことがある。古谷、悪いけどこいつ借りるぞ」

「え、あ、ちょっと……尾崎さん！」

　ぽかんとしている私と、制止の言葉をかける古谷君を余所に、仁君は私の手を引いてフロアの片隅にある仮眠室へと私を押し込んだ。緩やかに閉まっていくドアの向こうで、追いかけてきたらしい古谷君の足音が微かに聞こえたけれど、やがてドアが完全に閉まれば、それもくぐもって上手く聞こえなくなる。

「尾崎君……」

「仁、だろ」

　がちゃん。

　仮眠室の素っ気ない内鍵が、仁君の指先によってくるりと回される。そして、私の背中を掻き抱くようにして回った腕が、ドアへと私を押し付ける。硬い溜息が、私の首筋に縋り付く彼の唇から漏れた気配がした。懇願と苛立ちの混ざったそれが、どうしてか甘く聞こえてしまうのは、ここに連れてこられた理由に察しがついているからだろうか。

「仁、くん……どうしたの」

「……手なんて握らせてんなよ」

　ああ、————ほらやっぱり。

　どくんと跳ねた心臓が、そのまま締め付けられる感覚。前も他の社員から攫うような形で嫉妬を示されたことを思い出し、ときめきと喜びがないまぜになった感情が湧き上がった。あのときとは違って、仁君には嫉妬を口にする正統な理由がある。だからこんなふうに、キスする距離で、甘く私をなじっているのだ。

　ゆるゆると視線を上げると、薄暗い室内で彼の瞳だけが鈍く輝いている。その輝きがさらに近付いて、唇を彼の呼気に温められていって。

「告白されかかってただろ」

「……」

「気付いてないわけないよな。手を握られて、春瀬さんのこと……なんて言われて」

　感情を押し込めた声音は、逆に雄弁に感情を語る。押し込めなければならないほどの大きさのものが、そこにあるのだと教えてくれているから。

「おい未希……聞いてるか？」

「聞いてる、けど……」

　私が続きを口にしようとしたタイミングで、背中を付けているドアの向こうで声が聞こえた。古谷君の声。反射的に口をつぐんでしまった私に、仁君も彼の存在に気付いたようだった。

　彼は恐らく同期の子と話しているのだろう。私や仁君に対するような敬語ではなく、気安い口調で『春瀬さんと尾崎さん知らない？』と声をかけ、知らないという返答を貰っているのが分かる。そして、同期の子のほうがそういえばと言うように声を上げた。

『告白は？』

『いや、それが……尾崎さんに持ってかれたっていうか……』

『やっぱ付き合ってたんじゃね？』

『でも恋人いるんですか、って聞いたら微妙な反応してたけど』

『それはお前、片想いとか……』

　二人分の声が、だらだらとその場でキャッチボールを始める。そこからドア一枚を隔てた仮眠室の内側では、私と仁君の二人と、どこか落ち着かない温度を持った沈黙が息を潜めている。

　そんな沈黙を先に破ったのは、仁君のほうだった。

「……ほらな？」

　微かな笑みを含んだ、意地悪を予感させる囁き。

　ごく狭い範囲の空気しか揺らさない呟きが床に落ちるのよりも早く、仁君が私の唇に噛みつくようなキスをした。

「ッ、ん……！」

「ふ……っ、ん、」

「ぁ、んんっ、仁、く……っ、ふぁ、」

「しー……、あんまり大きな声出すと、古谷たちに聞かれるぞ」

　それともそのかわいい声、聞かせたいのか？

　意地悪なままの声音が、喉奥で笑いながら私をからかう。もう一度戻ってきた唇も同じく意地悪で、唇同士の隙間をあえて作り、私の甘ったるい吐息が漏れやすいように重ねてくる。そのくせ口の中はたっぷりと舌で掻き回すから、どうしても微かな悦を帯びた声音が仮眠室に反響してしまった。慌てて口の中に溜まった唾液を飲み下し、潜めた声で仁君をなじる。

「っ、んん、ぁ、じん、く……ここ、会社……」

「分かってるって……でも、キスに応えてるお前も、同罪だろ……」

　ちゅ、ちゅ、とあやすような口付けが降ってきたかと思えば、今度は喉奥まで舌先でくすぐられるような、呼吸を奪うようなキスが私に贈られる。じっとりと熱く湿った二人分の吐息が、視界を霞ませるような気がした。

　私が彼のキスを拒絶できないのは、ひとえにこれが『仁君のいつものキス』だったからだ。

　快感も多幸感も物足りないような、あんな寂しい口付けじゃない。私がしてほしくて堪らなかった、気持ちの込められた愛でるようなキス。触れたところからじゅわりと甘さが染みて、脳髄や心までも蕩かしてしまう。うずつく胸をそっと仁君のほうへと傾けてみせれば、彼の身体が一瞬揺れて、少し痛いぐらいの力で掻き抱かれた。

「ぁ、ん……っ！」

　男の人の、仁君の力強さだ、————そう思うだけで身体の奥がとろっと融解してしまう。仁君はそれに低く、甘やかに笑って、私の腰辺りに大きな手をぐっと押し付けた。そのまま円を描くように撫でられると、じわじわと温かさが浸透してくると同時に、少しずつ息が上がっていく。私からも手を伸ばして、彼の背骨の感触を楽しむように撫で擦った。

『……だから、俺は春瀬さんがいいんだって』

『でも臼井さんが言ってたぞ、春瀬さんは尾崎さんとイイ感じって。まさにその尾崎さんに掻っ攫われたんだろ』

『でも、付き合ってないなら俺にも可能性あると思わない？』

『いや～どうかな、俺は尾崎さんに男として勝てる気しねぇ～』

『まあ……それはそうなんだけど。駄目元でも、告白だけはちゃんとしたいんだよな……』

『お前のその気持ちは分かるけどな。俺も尾崎さんがガードしてなきゃ、春瀬さんいいなって思うし』

『おい……』

　ドアの向こうでは、相変わらず先ほどの二人が話しているらしい。

　漏れ聞こえてくる会話の内容に気まずいような、申し訳ないような気分になる一方で、こんなふうに真っ直ぐに思ってくれる古谷君とドア一枚隔てたところで、仁君とキスしながら互いに身体をまさぐり合っているのだと思うと、背徳感にも似た高揚が身体を満たしていってしまう。

「っは、ァ……っとに、何でお前、そんなに後輩にウケいいんだよ」

「ぁ、ふぁ……ッ、ん、そんなの、知らな、」

「面倒見いいからか？　それとも仕事ができるのがいいのか……？」

　焦れたような目をした仁君が、眉根を寄せてキスを繰り返す。

「……このまま、あいつが俺たちのしてることに気付いちまえばいいのに」

「ぁ、……っ」

「俺にキスされて、とろっとろになって……かわいくなってるお前のこと見て、思い知ってほしい。未希が俺のもんなんだって……」

「や、っう、じん、く、」

「っ、……ああ、でも……お前のこの顔は、見せるの癪だよな……」

　飾り気もなく吐露されていく彼の内心が、私の心臓をどうしようもなくむず痒くさせる。ぼやけるほど近い黒の双眸が、陶酔したように私を見守ってくれるのが堪らなかった。

　後頭部をしっかり押さえ込まれて、鼻筋ごと擦れ合うように唇が睦み合って。もうとっくにリップは剥げているだろうし、スカートだって二人の間でくしゃくしゃになっているだろう。でも、そんなことが気にならないぐらい、仁君とのキスが幸せで、気持ち良かった。嫉妬に駆られた彼が素直に、私への想いが溢れたキスをしてくれたのだと思えば、尚更。

「っは、ちゅ、……ぅ、ん、みき、」

「ん、ン、っふ、ぁ……」

　————そうして、キスをしたまま撫でるだけの愛撫を続けて、何分経っただろう。

　気付けばドアの向こうからは誰の声も聞こえなくなっていた。古谷君たちはもう立ち去ったらしい。仁君が名残惜しそうに目を眇めて、ちゅう、と舌先と唇を吸いながらキスをほどく。ずっと吸い付かれていた唇がじんじんとして、それが無性に淫靡に感じられた。

　生理的な涙を振り落とすように瞬きをして、彼を見上げる。彼の瞳も、そこに映る私の瞳も、この上なくぐずぐずに蕩けて、色濃く滲んでいた。

　仁君は今度こそ私を優しく引き寄せると、自分の顔を隠すかのように私のつむじに額を押し当てて、————

「未希、」

「なあに？」

「……大好きなのに意地悪してごめん」

　柔らかい声音で、降参を宣言した。

　数秒の沈黙のあと、緩く開いたままの私の唇から、一音だけが転がり落ちる。

「……えっ、」

　あんまりにも穏やかな声音で言われたものだから、一瞬それが降参のための台詞だと理解が追い付かず、遅れて驚きがやってきた。そしてそのあとを追うようにして、勝ったことに対する歓喜が湧き上がってくるのを、確かに感じた。

「わ……私の勝ちってこと？」

「そういうこと。自分で始めといてあれだけど、これ以上お前の傍を離れてるの……きつい」

　だから、降参。

　ふ、と唇を緩めて柔く笑った仁君が、あの愛おしくて仕方がないというような目で私を見下ろした。血と一緒に身体中を巡っていく歓喜の中に、仁君がまたこうして私を見つめてくれることへの嬉しさが混ざっていく。

「うそ、やった！　こういう勝負で初めて仁君に勝った気がする……！」

「……そんなに嬉しいのか？」

「当たり前でしょ！　だって告白のときは負けちゃったし……」

　こうした『恋人同士での勝負』は、付き合い始めから数えても両手で足りないほどにやってきている。そのうちのただ一度だって、私は勝てた試しがなかったのだ。それがついに勝てたとなれば、嬉しさがひとしおなのも当然のことで。

　それに、————勝負が終わったということは、この中途半端に開いていた距離も元に戻るということだから。

「って……何笑ってるの、仁君」

「いや？　……かわいいなと思っただけ」

　苦笑していた彼の、その親指が、剥げかけのリップを拭うように私の唇を撫でる。自分の唇に移ったスモーキーピンクは舌で器用に舐め取って、「不味いな」なんてまた一つ笑みを零した。

「……未希、もう外出られるか？」

「え？　リップだけ引き直したら出られるけど……もしかして、夕ご飯？」

「ああ。今日は、もう夕飯食うとこ決めてあるから」
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「ちょ、ちょっと待って仁君、これどうしたの!?」

「買った」

「買ったって……！」

「ほら、いいから早く着替えろ。化粧も直すっつってただろ」

　にんまりと愉しげに笑う仁君が、ちらりと部屋にある時計を振り仰ぐ。暗に時間がないと示しているのだろう。私は化粧ポーチと、彼に渡された紙袋を引っ掴んで洗面所に飛び込んだ。

　『夕飯食うとこ』と仁君に連れ込まれたのは、会社の最寄り駅から二つほど戻った大きな駅の目の前、私たちがいつも泊まるビジネスホテルなんて引き合いにも出せないほどの高級ホテルだった。「夕飯、最上階のレストランな。八時からだから」なんてのたまった彼に眩暈を覚えた私は何も間違っていないと思う。

　そして、この仁君に渡された紙袋の中身も、————

「きれいなワンピースだけど……」

　私が好んでよく着るような、ぱきっとした色合いで、膝丈ぐらいのタイトめなワンピース。それからワンピースにぴったり合う、シックなデザインのパンプス。いいレストランに行くんだから、と渡されたそれは、どうやら仁君からのプレゼントということらしい。

　こんなふうに、彼に何かを貰うのは初めてだ。微かな申し訳なさが鎖骨の辺りに渦巻くけれど、この至って普通の、しかもさっきのキスで皺の寄ってしまったスーツでは、あんな高級レストランには入れない。ひとまず着るしかない、のだ。

「これも仁君の策略のような気がする……！」

　く、と一人で悔しがりながら手早く着替え、髪を整え、剥げた化粧を直していく。全ての行程を終えてから改めて鏡を見つめてみると、ワンピースとパンプスは、まるで自分で選んだかのようによく似合っていた。自分で選ぶようなデザインからは少し外れているのも、なんだか新鮮で、どきどきして。

　————仁君って、こういうセンスもいいんだ。

「未希、準備できたか？　そろそろ行くぞ」

「ごめん、大丈夫！」

　慌てて洗面所を飛び出すと、ドアのすぐ外に立っていた仁君にぶつかりそうになった。急に転がり出てきた私を見て、仁君は二度、三度と瞬きをしたのち、ゆるゆると唇を満足げな形に仕立て上げていく。

「似合うな。かわいい」

　この人は、『かわいい』を魔法の呪文か何かだと思っているのではないだろうか、————まあ、きっと私もそう思っているのだけれど。

「……ありがとう」

　返した言葉は、照れから微かに掠れる。今度、お返しとして何かプレゼントしないとな、と心の中のメモに書きつけて、私は仁君を見上げた。

「それで、結局どうして急にこんなところで食事なんて……」

「その話は後でな。時間ないって言っただろ」

「あっ」

　ごく自然に手を取った仁君が、私をエスコートしながら部屋、————ホテルの客室を出る。受付でのやり取りを聞いていた限りでは、私と仁君は今日ここに宿泊する予定らしい。

　一体全体、何がどうなってこんなことになっているのだろう。仁君に素直に手を引かれながら、エレベーターで最上階を目指す間、私の頭の中でその疑問がずっとぐるぐると回っていた。

　あとで、と言われた以上、あとできちんと話してくれるつもりだということは分かる。私は少し考えてみてから、すぐに諦めて思考を放り出した。私の身体はまだ、仁君との勝負に勝った高揚感の残滓に包まれていて、あまり難しいことを考えられそうになかったから。

　————ああでも、もしかしたら私が勝負に勝ったお祝い、とか。

「……ないかな」

「着いたぞ」

　私の独り言に被せるようにして、仁君が私の手を再度引いた。
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　煌びやかで上品な内装と、私の身長の倍以上はありそうなほどに大きな窓。その向こうに見える、東京の壮大な夜景。聞こえてくる微かなクラシックの曲調も相まって、レストランの一角に腰を下ろしたときの私は、えらく緊張していた。それをほぐしてくれたのは仁君だ。

　いつも通りに軽口を叩いたり、私をからかったり、たまに甘ったるいことを言ってくれたりしたおかげで、徐々に緊張はほどけていった。どれもこれも、本当に美味しい料理ばかりだったから、緊張で味が分からないままだったらきっと後で後悔しただろう。

　結局緊張がほどけた私は、勝負を始める前の彼が戻ってきたことが本当に嬉しくて、胸がいっぱいで、ちょっと食べ過ぎたような気分のまま食事を終えた。

　そのタイミングで仁君から説明があるかなと思ったものの、彼は私を伴ってレストランを後にすると、エレベーターに乗り込み、客室ではなく何故か最上階のさらに上の階のボタンを押した。

「どこに行くの？」

「ここ、屋上庭園があるんだよ。そこでさっきの話と……他にも色々話すことがある」

　エレベーターが開き、小さなガラス張りのホールに出る。ガラスの向こうには、まるでリゾートのような庭園が広がっていた。ランタンで淡くライトアップされ、都心の夜景の中でぼんやりと浮かび上がるこの場所は、なんだか宙に浮かんでいるかのようで。

「すごい……！」

「こら、はしゃぐと転ぶぞ」

「仁君は私のこと何だと思ってるわけ？　転びません！」

　仁君と一緒に庭園に出ると、心地いい夜風が髪を攫う。しっかりとした柵と手すりの向こうには、私たちの会社のビルや、よく行くビジネスホテルが微かに見えた。仁君はその手すりにゆったりと寄り掛かると、言葉を探すようにビルの群れの間で視線を彷徨わせ、ややあってぽつりと呟く。

「……今日わざわざこのホテルを選んだのは、この庭園があるからだ。写真見て、お前が好きそうだなと思って」

「よく分かったね」

「お前の家のインテリア、こういうリゾート風がちらほらあるだろ。……それに、お前のことだしな。知らなくても、なんとなく分かるもんなんだよ」

　私も彼の隣で手すりに寄り掛かると、ぐっと二人の顔が近くなる。目を合わせた仁君は小さく笑って、私のほうへと身体の向きを変えた。

「それで、……この庭園に来ようと思ったのは、」

　仁君が取り出したのは、小さな小さな、————リングケース。

「え、……っま、待って仁君」

「待たない。……ここに来たのは、お前にプロポーズするためだ」

　一瞬、時が止まる、————仁君の視線が真っ直ぐに私の瞳を捉えて、少しも離してくれない。

　壊れてしまいそうなほどに早鐘を打つ心臓が、言いようのない衝動の塊を全身へと送り出していく。頬を撫でてくれる夜風でも、手すりの冷たさでも、それは冷ますこともできずに、私の体温をじわじわと上げていく。嬉しい、はずだ。嬉しくて、でも想像もしていなかったせいで、今の自分の感情を上手く表現する言葉が思いつかなくて。

　喉と目頭が、ひどく熱い。きっと泣きそうになっているのだと思って、私は何度か空気を飲み込むと、せり上がってくる何かを胸の奥へと押し戻す。

　仁君は、声も出せないでいる私に目元を緩めると、リングケースごと私の手のひらの上にそっと置いた。

「先に話を聞いてもらっていいか」

「うん……」

「プロポーズを考え始めたのは、付き合い始めたその日……というか、あの勝負をしてる間、どっちかが勝つにしろ、付き合うことは決まってただろ。だからあの勝負の期間中に、お前にどうやってプロポーズしようか考えてた」

「……早すぎない？」

「だよな。でも、俺は……それぐらい、お前しかいないと思ってるんだよ」

　彼の唇のカーブは一度深くなって、それから緩やかに引き伸ばされていく。その途中で、唇は「だけど、お前はそうじゃないだろ？」と苦笑めいた声音を吐き出した。

　混乱からまだ立ち直れていない頭が、どんどん追加されていく情報に追いつけない。

「そうじゃないって……」

「俺と結婚したい、したくないじゃなくて、そもそもそれをまだ考えたことがない」

　ずばり、図星だった。

　思い返されるのは、一ヶ月ほど前に梨花ちゃんに言われた『先輩、まだプロポーズとかされてませんよね？』だとか『まあでも、そういうのは私が口を挟まなくても、尾崎さんがしっかり段取り考えてそうですよねえ』だとか、そういう言葉たちだ。

　私の反応を見て、確信を得たのだろう。仁君は「まあそうだよな」と頷いてみせた。

「俺が色々先まで考えすぎてる自覚はある。でも、やっぱり俺のほうの気持ちがでかいだろ」

「……そう、かもね」

　手のひらの上に乗ったリングケースへと視線を落として呟くと、仁君の手が頬に触れた。ほんの少し冷たい手のひら。ベッドで触れるときも、手を繋ぐときも、『熱い』としか思ったことないのに、————そんなふうに考えてから、彼の表情を見て、緊張しているのだとようやく理解する。

「それは別にいいんだ。俺がお前のこと好きなだけだし、お前も、ちゃんと俺のこと好きでいてくれてるって分かるから。……でも、会社では前みたいに付き合ってないフリしろって言われたとき……あれは、ちょっと堪えたな」

「えっ……！」

　そうなの。視線だけで飛ばした疑問符をきちんとキャッチしたのか、薄く笑んだ仁君が「意外か？」と首を傾ける。

「うん……けろっとした顔してたから」

「するに決まってんだろ。未希の前なんだから」

　しれっとずるいことを言って、仁君が唇を舐める。乾燥した風が、濡れたばかりの彼の唇を早速乾かしていくのを見つめながら、私は続きに耳を傾けた。

「俺は、会社で隠す必要はないと思ってたんだよ」

「……そうなの？」

「だから、付き合い始めてからはああいう感じだったわけ。古谷がお前のこと狙ってるってことは分かってたし、そうでなくとも他の男に対する牽制になるしな」

　予想外の言葉に、今度は私の首が緩慢に傾く。

　あの甘いムーブにそんな意味があったなんて思わなかった。仁君の気まぐれか、ただ無意識にそうなってしまっていただけだと思っていた、のに、————まさか嫉妬と牽制が理由だったなんて。

　じわりと、耳の先が熱くなる。私はどうも、いつもは飄々と余裕ぶっている恋人が嫉妬してくれることに、ときめきを覚えてしまう性質のようだった。ほんの少しの罪悪感から視線を僅かに逸らした私に、仁君はおかしそうに笑いながら続けた。

「それに、結婚するんだったら隠すのは無理だろ。籍入れるときにどうしても報告するし。だから、前の対応に戻せって言われたときは『あなたとの結婚はない』って意味かって一瞬本気で焦ったな」

「あ……！　それはそういう意味じゃなくて……まだ全然、結婚のこととか考えてなかったから、」

「だよな、そうだと思った。でも、俺の気持ちに未希が追い付いてないのは気付いてたし、前から未希にまだ壁を作られてると思ってたから、焦って……で、あの勝負になったわけ」

「私、壁なんて作ってた？　全然自覚なかったんだけど……」

　むしろ、仁君に対しては今までの恋人よりも甘えてしまっていたと思う。

　私がそんなようなことを告げると、仁君は私の鼻を軽く摘まんでみせた。

「っ、ちょっと……！」

「前に『お前に甘えてほしい』って言ったけど、それは俺が甘やかしたときに素直になってほしいとか、そういうのじゃなくて……俺の家に遠慮せず服を置くとか、プレゼントを素直に受け取るとか、そういうことな」

「それが壁なの？」

「だってそうだろ。俺は結婚するつもりでいるのに、お前は俺の部屋に服一つ置くので躊躇ってんだぞ」

「それは……確かに、そうだね」

　あんまりにも真っ直ぐで、頷くしかない正論に、思わず笑みが零れてしまった。

　————そうか、私はこうやって仁君を不安にさせていたんだ。

　怒っているとか、拗ねているとか。彼の態度に対して色々と感じたのは、全て正解であり、全て間違いだったということなのだろう。

　私が『私ばっかり必死になってる気がする』と思っている間、彼は彼で『俺ばっかり相手のことが好きな気がする』と思っていたのだと分かって、笑みはさらに深くなる。私たちはやっぱり、似たもの同士なのかもしれない。

　徐々に収まっていく笑いの余韻が引く前に、目線を上げて仁君のかんばせを見遣った。今の私には、彼が無性に愛おしく思える。きっと仁君は、いつもこんな気持ちを抱えていたのだ、————だからあんな優しい瞳で、私を見つめていた。

　リングケースの表面を丁寧になぞってから、仁君と視線をしっかりと合わせる。

「付き合ってるってばれたら……部署、変えられちゃうかな」

「俺と未希で営業部のツートップだぞ？　まず部長が手放さないだろ」

「じゃあ……甘えても、ライバルでいてくれる？」

「当たり前だろ。……なんだ、そんなこと気にしてたのか？」

　とろりと蕩けた瞳が、頭上から甘ったるい視線を私へと注ぐ。

　愛おしいものに向けるような声音。今は少しくすぐったいだけで、前までのような妙な居心地の悪さはすっかりと消えてしまっていた。

「まあでも、おかげでいいこともあったけどな。指輪を選ぶ時間もたっぷり貰えたし」

「え？　いつ選んだの？」

「金曜日以外の平日に、さっさと仕事切り上げて色んな店回ってた」

「ああ……」

　仁君の言葉に、納得が胸元へと落ちてくる。彼が上司や女子社員のお誘いを断ってまで急いで帰っていたのは、この指輪のためだったのだ。

　もう一度リングケースをなぞれば、ベルベットの感触が指の腹をくすぐる。この中に入っている指輪は、どんなデザインをしているのだろう。

「……さっき言ったみたいに、お前が俺の気持ちに追いついてないのは分かってる。だけど、俺がもう限界だから……先に渡しとこうと思って」

　仁君の指先が、リングケースの表面を滑る。私の指に触れた温度は、先ほどよりもずっと熱い。

　そしていつもは私をからかい、意地悪を言い、甘やかす唇で、ひどく真剣にその言葉を口にした。

「俺と結婚してもいいと思ったときに、付けてくれ」

　その瞬間に胸へと浮かんだ想いが、どんなものだったかは、上手く形容できない。ただ素直に『負けたな』って思ってしまったのは、私があんまりにも負けず嫌いだからだろうか。

　————だって、もう私にもこの人しかいないって、思い知ってしまったのだ。

「……」

　リングケースの蓋に手をかけ、ゆっくりと開く。

　中に収められていたのは、細身のシルバーのリングに、小ぶりながらも輝きが美しいダイヤが三つの爪で縫い留められたデザインのものだった。それを見た瞬間に、頭の中を色んな思いが駆け巡る。ほとんど指の隙間からすり抜けていってしまったそれらの中から、私が掴み取ったのは、仁君と結婚したいという想い、で。

「……仁君」

　世界で一番負けたくなくて、一番愛おしい人の名前を呼んだ。

　そして、その華奢なリングをそっと引き抜いて、————自身の左手薬指へと嵌める。

　瞬間、激しく抱き寄せられた身体が、彼の胸へと勢いよく飛び込んだ。
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　いつもよりも柔らかなマットレスは、深く身体が沈む。それがまるで溺れているかのような感覚を強めてしまって、私は空気を求めるように喘ぎながら、目の前の仁君の身体にしがみついた。それなのに意地悪な仁君は、執拗にかわいがるような口付けをして、私をさらに快楽の海に沈めていく。

「っすき、好きだ……ん、未希、」

「ふぁ、っあ、ぁ、んんっ……！」

　甘やかすような腰遣いで私の隘路を穿っていた仁君が、私を蕩かす魔法の言葉を耳元で囁く。散々敏感にされ尽くした身体は、彼の声にひどく従順だった。好き、と言われるのがスイッチになっているかのようで、その二音を聞くたびに頭の中でぱちんと音がする。そして、きゅう、きゅううっと甘く甘く彼の昂りを食い締めて、奥まで飲み込もうとしてしまうのだ。

　ぱつん、と肌同士が打ち合う音が、上品な内装で整えられた客室内に響き渡る。きれいに整えられていたシーツも、クッションたちも、かれこれ二時間ほど続いている私たちの交わりによって、既にぐしゃぐしゃになってしまっていた。私の下半身はもうどこにも力が入らなくて、奥や浅瀬の泣き所をちょっと意地悪に突かれるだけで、力なく淫水を溢れさせてしまう。おかげでバスタオルは二枚ほど使い物にならなくなったけれど、仁君はそこを小突くのをやめてくれなかった。

「な、……未希は？　言ってくれないのか」

「っは、ぁ、っあ、っんん、なに、」

「また俺のこと好きって言って……な？」

「ぁ、すき、すき……っ、じん、くん……好きだよ……」

　彼の首に回した腕の先で、シルバーのリングがちかちかと光を反射する。私が纏っている、唯一のもの。服は一枚も纏っていないのに、この大切な指輪だけ身に付けているのが、ひどく背徳的なのに、幸せで堪らなかった。

　私の浮かされた告白に、彼の逞しい腰がさらに重く突き込まれる。耳を食んで、教え込むように「好きって言うたび、お前の中も締まる」なんてひどいことを言った仁君が、お返しとばかりに、私を蕩かす言葉を注ぎ込んだ。

「あんなにめちゃくちゃに擦られて、ひどいことされたのに……好きって言うと、きゅうきゅう締め付けてくるの、かわいい」

「っう、ぅうん……っ！」

「奥も、俺の先のほう上手に吸えてるし、な……」

「っ……、っ、ぁ」

「はー……、ほんっと、かわい……」

　甘ったるい、私の厭らしさを全部肯定してしまう囁き。

　言葉にすることで仁君も興奮したのか、最初のほうに散々いじめた膨らみにきつく吸い付き、赤い痕をいくつも散らした。刻まれていく所有印を潤み切った目で見つめていると、彼の瞳がこちらへと滑ってきて、どろっと一層甘く蕩ける。

「未希……っ、は、好き、好きだ……」

「んっ……、ぅ、ぁあんっ……」

　ゆったりとした律動で、蜜壺の襞の全部を優しく捏ね回される。一度笠の手前まで引き抜かれた重たい怒張は、じりじりと粒をこそぐようにしながら泥濘を掻き分けていき、やがて訪れた最奥で私の弱い箇所を口説くように、何度もこつこつと叩いてみせた。一度奥を押し上げられるたび、再び耳元へと寄せられた仁君の唇が私への愛を囁く。それがあんまりにも甘く、脳髄にまで染みてしまうから、花芯のすぐ下で口を開けっぱなしの穴から、また僅かに淫水が噴き出して。

「んんっ、やぁ……っ」

「は、ッ……はは、好きって言われて、潮噴くの……やらしくて、かわいい」

「ぁ、あっやだ、だめ……！」

「っ、だめ？　俺はいいと思うけど……、な？」

　雄くさく笑った仁君が、褒めそやすように私の内腿を撫でながら、円を描くように腰を回して奥を熱心に捏ねた。卑猥な反応を褒められると、そういう癖が付いてしまう、————私がそんな身体だと充分知っているはずなのに、仁君は上下に揺れた腰を掴んで、何度もいい子いい子と私の蜜溜まりを優しく撫でていく。

　そして、————その瞳に、ぞっとするほど壮絶な笑みが、浮かんで。

「でも、お前……さっきまた、『やだ』って言っただろ」

　その言葉を最後まで聞き終えるより前に、ぐるりと視界が回って、私はいつの間にか仁君の上に座るような体勢になっていた。彼も私を腰の上に乗せたまま上体を起こし、端正なかんばせに、意地悪で嗜虐的な笑みを滲ませる。

「『ペナルティ』だな」

「ぁ、……」

　『ペナルティ』、————私と仁君の間では、勝負に勝ったほうが負けたほうに言い渡すお仕置きのことを指す言葉。今回の勝負に勝ったのは私だけど、仁君に『好きなように私を抱くこと』というペナルティを課したせいで、立場が逆転してしまっていた。

　彼が私に言い渡した約束は一つだけ。行為の最中に、『嫌だ』と言わないこと。

　それを破ったら、ペナルティだ。

「このまま自分で動いて、俺と一緒にイけたら終わり。全部俺がきれいにしてやるから、お前は寝ていい。な、……どうだ？」

「っ、ぁ、ン、……うん……」

「ん……えらいな。じゃあそのまま、腰揺らしてみろ……」

　仁君が私の手を誘導し、自身の首筋に縋り付かせる。埋まったままのみっしりと逞しい熱杭は、話している間も熱く蕩けた内壁にしゃぶりつかれ、狭い隘路の中でびくびくと脈打っていた。

　私は力の入らない足腰を一生懸命動かして、ゆる、ゆる、と緩慢に抜き差しを始める。大きく抜いたりはせず、腰を前後に揺さぶる動きをベースに、蜜壺の襞を波打たせることで健気に肉茎を啜り、果てへと導いていく。

　この前後の動きは、一緒に私の淫芽も擦れてしまう。そのせいか緩やかだった腰の動きが、徐々に私の意志とは関係なく、激しくかくかくと前後に揺れるものに変わり始めた。そうすると、ただ硬い楔を抱きしめているだけの媚肉も、ほんの数ミリ奥へと押し込まれる子宮も、何もかもが悦楽にずくずくと蕩かされてしまって。

「ひ、ぁ……っ、だめ、ッんん……！」

「ッああ、……っ奥、すげ、緩んでる……な？」

　ふわふわだ、なんて、耳朶をしゃぶりながら甘やかな揶揄を吐いた仁君が、確かめるように厭らしく奥を穿った。私は高く啼いて首を横に振るものの、彼の卑猥な腰遣いは止まらない。骨盤の内側から隘路や尾骶骨を伝って全身に広がっていく熱は、脳に伝わるころには快感のシナプスに変換されてしまっていた。二時間もの間愛され続けた身体は限界で、このぬるま湯のような快感でさえ、もう耐え抜くことができなくなって。

「未希……、ッん、もう無理？　動けないか？」

「ふ、ぅ……っあ、むり、こし、抜けちゃ……」

「腰抜けちゃうぐらい、気持ちよかったんだ……？」

　喜色と興奮を煮詰めたような声音。仁君は弱音を吐いた私を叱ることなく、キスで慰めながら剛直を根本までを咥え込ませると、私を抱えたままシーツの海へと逆戻りした。淫靡に絡み合う脚と、足の指。シーツで出来た白波を戯れに壊し、彼が私を好き勝手に揺さぶり始めた。

　荒い呼気が直接唇に当たる。欲望だけでも甘やかしだけでも説明が付かないほどの熱が、彼の楔をさらに太く膨らませ、ずっしりと重く成長させた。蜜口の淵が限界まで広げられ、脈打つ血管の数までまざまざと感じ取ってしまう。圧迫された襞がきゅうきゅうと侵入者を締め出そうとして、仁君が「ぁ、……ッくそ、」と粗野に呻くのが聞こえた。

　視界いっぱいに広がる、仁君の顔。情欲に縁取られた瞳に浮かぶのは、獰猛な熱ではなく、狂おしいほどの愛情で、————

「好き、だ……、ッ未希、……愛してる」

「っ、んんっ、私、も……、すき、」

「愛してる、は？」

　甘えるように囁かれた『おねだり』は、仁君の低い声音と合わさると、それだけで私の身体の芯をぐずりと溶かすだけの威力を持つ。息を呑んで衝撃をやり過ごした私は、何度も頭の中で台詞をなぞってから、そっと、唇を開いた。

「……愛してる、よ」

　大切に発音したその言葉に、仁君の目尻が緩やかに下がる。その表情を見た瞬間、最奥の愉悦がひどくなって、じゅわりと淫筒全体に愛液が溢れた。身体的な快楽を上回る、精神的な法悦。それがどこまでも高く、私を押し上げていく。

「あぁ、っきもち、ぃ……」

「ぐ、ッ……ぁ、は、じゃあ、俺が、こうしてやる、から……、イッて」

「っ、ぁ、じん、く、」

「ッほら、ン……っ未希、イッて、……ッは、イけ……、！」

　だめ、だめ、————戻れなくなる。

　頭の奥でそんな声がする。でも声には私の身体を駆け巡る快楽の電流を止める力も、仁君の支配から抜け出すための力も、何もない。だから身体は下された命令に従って、果てに駆け足で至ろうとする。身体中がきつく強張り、内壁は自分を征服してくれる楔を一生懸命に愛撫する。楔は纏う被膜を突き破りそうなほどに反り返り、私の内壁全部を猛然と擦り上げる、————そして、仁君は私の左手を取ると、そこを飾る婚約指輪に口付けて。

　脳の回路を灼き切るほどに熱く、情愛を溶かした声音で、私を呼んだ。

「未希、……ッ」

「っひ、ぁあ、ッ……～～～～！」

　壮絶なまでの多幸感が、私を一気に果てへと押し上げた。

　ばちん、と視界が一瞬真っ白に染まり、制御を失った身体が危険なほどに反って、そのままシーツの上に着地する。濃厚すぎる二時間の中で、一番重く、一番きつい絶頂。

　大きすぎる悦楽は私の手には負えず、少しも逃がすことができないまま、ただ飲み込まされて全身を支配されていく。ぎゅ、ううう……っと内壁を波打たせ、仁君の吐精を促すように搾った瞬間に、まろい切っ先がめりこんだ奥の窄まりへと、熱い奔流がかけられた。被膜越しでも充分感じる量と熱に、色惚けした頭が『このゴムがなかったらどうなっていただろう』と夢想する。火傷するほどに熱くて、じゅわじゅわして、一滴触れただけでもおかしくなってしまっていたかも、————なんて。

　きつい法悦に取り残されたままでいる私を、仁君の柔いキスが現実へと引き戻す。彼は全てを出し尽くすように、ぐ、ぐっと腰を押し付けては、厭らしく胴震いして甘く熱い息を吐いた。

「はー……っ、ん、仁く、ん……」

「……っ、未希、」

　仁君は余韻に浸るかのように、指輪と私の唇へとそれぞれにキスを贈る。やがて彼は私の惨状をじっくりと眺めて、柔らかく眉を寄せた。

「……結構無理させたな、悪い」

　水でも飲むかと尋ねてくる彼に首を振って、左手を握ってもらう。掠れてひどい声になっているのは分かっていたけれど、それよりも身体は休息を欲していたし、水のために仁君が離れていってしまうぐらいなら、ずっとこうして手を握っていてほしかった。

「寝るまで、こうしてて……」

「ん……分かった」

「仁君……」

「なに？」

　甘い声音が優しく降ってきて、こめかみの辺りに唇を押し当てられる。髪を掻き混ぜる手つきには、あからさまな愛おしさが滲んでいて、————

「……、すき」

「……俺もだよ」





＊＊＊






　朝日を浴びて、煌めくダイヤモンド。

「……」

　夢じゃ、ないんだ。

　隣で眠る仁君がまだ寝息を立てている時間。一人で目が覚めた私は、差し込んでくる朝日に左手をかざして、ほう、と息をつく。幸せというものを溶かして固めたら、きっとこのダイヤの粒になるのだろうと思った。

　そっと身体の向きを変え、仁君の顔を覗き込む。緩くひそめられた眉のラインを目で辿ってから、私はそっと彼の鼻先に口付けた。

「……ありがとう、仁君」

「ん、……」

「あ、」

　どうやら起こしてしまったらしい。

　ふるりと震える睫毛がゆっくりと持ち上がっていくのを見つめながら、私はこのうずつく心臓を抱えたまま、彼と何を話せばいいのだろうと考える。

　ああでも、甘えても、いいんだっけ、————じゃあ例えば、『帰ったら仁君の淹れたコーヒーが飲みたい』とか。

　『そういう甘えじゃないって言っただろ』と眉をさらに深く寄せながらも、きっと私の淹れたものよりちょっとだけ美味しくないコーヒーを淹れてくれるだろう。

　そんな数秒後の未来を思い描いて、私はもう一度仁君の鼻先にキスを落とした。






エピローグ








		
　私の左手薬指に指輪が光るようになっても、多くのことは変わらなかった。

　その多くのことの中に、『部署』がきちんと含まれているのは、仁君の読みが当たったということなのだろう。私も仁君も、未だに営業部のまま、今月も営業成績を競い合っている。他に変わらなかったことと言えば、意外にも『周囲の対応』だ。もちろん最初の数週間は当然騒がれたものの、結局前とそんなに変わらない形で着地している。

　また、『会社での私と仁君のやり取り』も変わらなかったことの一つだ。勝負をする前に戻った、と言ったほうが正しいのかもしれないけれど。名前で呼ぶことも、多少の恋人らしい対応も、他に人が誰もいなければ、会社の中でも黙認するということになった。仁君にはいいのかと散々確認を取られたけれど、今はこれでいいと思っている。

　ただ当然、変わったこともある。

　それは、例えば、————

「未希、お前本読んでないだろうな」

「……仁君じゃないんだから、そんなことしません」

「へえ？　じゃあ……これは？」

「っ、あ！」

　背中に隠していた重い本を取り上げられ、身体のバランスが崩れる。前のめりに倒れそうになった私を難なく受け止めた仁君は、私から取り上げた本を見て盛大に苦い顔をした。

「何で俺の高校の卒業アルバムなんか見てるんだよ……」

「それは……」

　言えるはずもない、————あなたの卒業アルバムを見たらしい広報の木村さんに、嫉妬したなんて。

「こういうの読んでると、引っ越しなんて永遠に終わらないぞ」

「仁君だって、昨日気付いたら雑誌読んでたじゃない」

「だから今日は真面目にやってるだろ？」

　にんまりと笑った仁君が「お前と違って」と私の頬を柔く引っ張った。

　私の左手薬指に指輪が光るようになって変わったこと、————例えば、私と仁君が同棲を決めたこと。しかも、この指輪が示す通り、結婚を前提にした同棲だ。彼の家に荷物を置くことすら躊躇っていたのに、同棲だなんて。あの日の私が聞いたらどんな顔をするだろう。

　今よりもう少し会社に近いところに部屋を借りて、ちょうど昨日から引っ越しを始めたところだった。二人とも荷物がそこまで多いほうじゃないものの、二人分の荷解きは遅々として進まず、昨日は結局二人して飽きてベッドになだれ込んでしまって。

「……今日で絶対に荷解きは終わらせるからね」

「いや、今日では無理だろ。先に家具と家電の取り付けもあるんだから」

「じゃあ、終わるまで一緒のベッドでは寝ないから……！」

「無茶言うなよ」

「だってそうじゃないと、それこそ永遠に終わらないでしょ！」

　ベッドは二人で一つの、ダブルベッドだ。いの一番に設置を終えたそれにひとたび潜り込んでしまえば、絶対に『そういう』流れに持ち込まれてしまう。

　一度勝負に勝ったとはいえ、『そういう』ことで私が仁君に弱いのは、きっと未来永劫変わらないのだろう、————いい加減、そう悟るぐらいの分別はついている。悔しいことに。

　段ボールを順に開封しながら叫んだ私に、仁君はふと何かを思いついたような顔で、口角を上げてみせた。

「じゃあ『勝負』するか」

「……先に、自分の荷物を全部片付けたほうが勝ち。負けたほうのペナルティは？」

「『今日の夕飯を作る』でどうだ？」

「オッケー、絶対負けないから。今から献立考えておいたほうがいいよ」

「それはこっちの台詞だな」

　計算しつくされた角度で持ち上げられた唇。片方だけ下げられた眉と、ほんの少し眇められた目元。お馴染みの、余裕ぶった顔で仁君が笑う。きっと私も似たような顔をしているのだろう。

　負けず嫌いの、似た者同士の二人。

　私は自分の左手で輝くダイヤモンドに目を落として、二人の指に揃いの指輪が光る日も近いのかもしれないなと、————そんなことを、思った。
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　こんにちは、皆みな原はら彼か方なたと申します。

　この本をお手に取っていただき、本当にありがとうございました。数ある作品の中で、目に留めていただけたこと、とてもとても嬉しく思っております。本作を少しでも楽しんでいただけていれば幸いです。

　こちらは濃蜜ラブルージュ様から出させていただく、六冊目の本となりました。そして一冊目に出させていただいた、『好きって言うまでイかせてやらない～負けず嫌いの同期を素直にさせる唯一の方法』の続編でもあります。やはり一冊目に出させていただいたものは思い出深いので、続編という機会に恵まれて本当に幸せだなと思います。この機会をいただけたのも全て、応援してくださる皆さまのお陰です。本当にありがとうございます。

　

　今回の二人は恋人という関係ながらも、相変わらずの負けず嫌いっぷりで勝負を繰り広げてくれました。色々な部分が成長したり、ちょっと退化したりと変わっていく二人の中の約一ヶ月のお話です。一冊目を書かせていただいたときは、続編のことなど考えもしなかったので、色々と昔の自分と頭の中で会議をしながらの執筆でしたが、とても楽しく書かせていただきました！　特に春瀬さんはお気に入りのヒロインの一人なので、ぎゃんぎゃんと騒いでくれる様を楽しく書かせていただきました。

　二人の官能シーンも一冊目とはまたちょっと違う雰囲気になりつつも、二人らしさを残して……とあれこれ試行錯誤させていただいたので、楽しんでいただけたら幸いです。

　

　そして今回の表紙は、一冊目も担当していただいた、えまる・じょん様に描いていただきました！　続編も同じ方に表紙を描いていただけるというのは、この上なく幸せなことだなあ……としみじみと噛みしめております。

　前よりもさらにパワーアップして、見ただけでもドキッとしてしまう尾崎君と、官能的な春瀬さんのお腹や足が最高の一枚です……！

　ぜひ皆様も、表紙を目に焼き付けてから中身に取り掛かっていただけたらと思います。

　

　また、こうして形にしてくださった編集様や、制作に関わってくださった全ての方々に。そして何より、ここまで読んでくださった皆様に、この場を借りてお礼申し上げます。

　本当にありがとうございました。

　それでは、またどこかでお会いできますように。
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